
錆止めペイントは、□JIS K 5674　とする

材料 施工法 備考

□

□

○支持地盤、地層及び深さに

ついてのコメント

(3)構造設計一級建築士の関与

(2)工事種別

(1)建築場所

(1)本仕様の適用範囲

(2)仕様書等の優先順位

１．本仕様の適用範囲

２．建築物の構造内容

(1)コンクリート(レディーミクストコンクリート　JIS Q 1001, JIS Q 1011, JIS A 5308)

セメントの種類

細骨材の種類

粗骨材の種類

水の区分

構造体コンクリート強度を

保証する材齢

単位水量

□砂　　□山砂　　□砕砂　　□

□砂利　　□砕石　　□

□AE減水剤　　□高性能減水剤

□185kg/m3以下　　□175kg/m3以下　　□

□水道水　　□地下水　　□工業用水　　□

□普通ﾎﾟﾙﾄﾗﾝﾄﾞｾﾒﾝﾄ　　□中庸熱ﾎﾟﾙﾄﾗﾝﾄﾞｾﾒﾝﾄ

□低熱ﾎﾟﾙﾄﾗﾝﾄﾞｾﾒﾝﾄ　　□

養生(□標準　　□現場水中　　□現場封かん

土間コンクリート

捨てコンクリート

４．地盤
(1)地盤調査資料と調査計画

注)上記表中の資料が有るもの、調査計画が有るものに○を記入する。

ボーリング調査

水平地盤反力係数の測定

試験堀(支持層の確認)

ｽｳｪｰﾃﾞﾝ式ｻｳﾝﾃﾞｨﾝｸﾞ

調査項目

□有 (□敷地内　□近隣)　　　□無 (調査計画 □有　□無)

調査計画資料有り 調査計画資料有り

静的貫入試験

土質試験

平板載荷試験

現場透水試験

調査計画資料有り

標準貫入試験

物理検査

液状化判定

PS検層

(2)ボーリング標準貫入値、土質構成(基礎、杭の位置を明記すること)

深

度

○調査地番N

値
土質

10 20 30 40 50 60

標準貫入試験

○位置図

○孔内水位

○備考

設計地番とは約  m距離がある

○近隣データーの調査地番と

GL-      m

新 構造設計特記仕様書　その１
・修正箇所は下線をひくこと　適用は ■印 を記入する。

３．使用建築材料表・使用構造材料一覧表

備考

材齢(□28日　　□56日　　□91日　　□  　)

空気量

塩化物量

水セメント比

□0.3%以下　　□

□65%以下 　　□50%以下　　□

混和剤

単位セメント量

□

調査項目 調査項目

(2)コンクリートブロック(□JIS A 5406)

□A種　□B種　□C種　　　厚 □100　□120　□150　□190　　　使用箇所(□　　　)

(3)鉄筋

□

□

種類鉄筋

溶接金網

(JIS G 3551)

高強度せん断補強筋

注)1 SD490をガス圧接する場合は施工前に試験を行うこと。

注)2 各継手の使用詳細については本仕様その2の9.(2)鉄筋の項の鉄筋継手の項に■にて

表示すること。

(4)鉄骨

種類 使用箇所 現場溶接 JIS規格・認定番号

(5)ボルト等

□高力ボルト

□新築　　□増築　　□改築　　□

設計図書および仕様書の優先順位は以下による。

③標準図(鉄筋コンクリート構造配筋標準図など)

④建築工事標準仕様書・同解説(日本建築学会)等

①特記仕様

②設計図(伏図、軸組図、部材リスト、詳細図など)

□必要　　□必要としない

□F10T(JIS B 1186)　□S10T 大臣認定番号(MBLT-9010)(□M16、□M20、□M22、□M24)

□溶融亜鉛メッキ高力ボルト F8T 大臣認定番号(　 　)(□M16、□M20、□M22、□M24)

□270kg/m3以上　　□

注)地盤調査及び試験杭の結果により、杭長さ、直接基礎の深さ、杭種、形状を変更する場合も有る。

５．地業工事

(1)直接基礎　□ベタ基礎　　□布基礎　　□独立基礎　　　　　試験堀 □有 □無

深さGL-　　　m、　支持層　　　 、　長期許容支持力度　　　kN/m2 　載荷試験 □有　□無

(2)地盤改良　　□浅層混合処理工法　　　□深層混合処理工法　　　□

深さGL-　　　m、　長期許容支持力度　　　kN/m2 　　　　　　　　　 載荷試験 □有　□無

□施工計画書に施工時における試験杭と本数の支持層の確認方法を明記する。

(3)杭基礎　　　　　□支持層の想定深度分布図を作成し、杭と支持層の関係を確認する。

□支持層の確認結果を施工結果報告書にまとめる。

□場所打ち

杭種

杭仕様　　　□施工計画書承認　　□杭施工結果報告書

試験杭　　　(□有・□無)　(□打ち込み・□載荷・□孔壁測定)

既製杭・杭種

□

□

□Ⅰ種　□Ⅱ種　□Ⅲ種

□A種 　□B種 　□C種 鋼材□

コンクリート□FC85

コンクリート□FC105

□埋め込み

□打ち込み

□

備考種類 材料

特記事項本数杭の先端の深さ(m)設計支持力(kN)杭径(mm)

ｺﾝｸﾘｰﾄ杭

施工法

□SC

□PRC

□PHC

□小口径鋼管

６．鉄骨工事(施工方法等計画書)

(2)工事監理者の承認を必要とするもの

□製作工場　　　□製作要領書　　　□工作図　　　□施工計画書

□材料規格証明書 ※、または試験成績書

□鋼材　　　□高力ボルト　　　□特殊ボルト　　　□頭付スタッド

□認定または登録工場(大臣認定　S　H　M　R　J　グレード 　　　都登録　T1　T2　T3　ランク)

※.一社)日本鋼構造協会「建築構造用鋼材の品質証明ガイドライン」の規格証明方法またはミルシート

□社内検査表　　　□

(3)工事監理者が行う検査項目

(■印以外の項目の検査結果については、工事監理者に報告すること)

□現寸検査　　　□組立・開先検査　　　□製品検査　　　□建方検査　　　□

(4)接合部の溶接は下記によること

□平成12年建設省告示第1464号第二号 イ、ロ

□鉄骨造等の建築物の工事に関する東京都取扱要綱

□日本建築学会「鉄骨工事技術指針　工事現場施工編」

□日本建築学会「溶接工作規準、同解説Ⅰ、Ⅱ、Ⅲ、Ⅳ、Ⅴ、Ⅵ、Ⅶ、Ⅷ、Ⅸ」

内質
検査
(注)

□硬さ試験

□示温塗料塗布

外観検査(※)

超音波深傷検査

マクロ試験・その他

外観検査(※)

%個

%個

%個

%個

%個

 個

検査箇所 検査方法
検査率又は検査数

工事自主検査

(5)接合部の検査

□接合部の検査(検査結果は工事監理者に報告すること)

□高力ボルトの検査(検査結果は後日工事監理者に報告すること)

軸力導入試験　□要　□否　　　高力ボルトすべり係数試験　□要　□否

□トルシア形高力ボルトは二次締め後、マーキングのずれとピンテールの破断を確認する。

□一次締め後にマーキングを行い、二次締め後そのずれを見て共回り等の異常が無いことを確認する。

注2)知事が定めた重大な不具合が発生した場合は、是正前に対応策を建築主事等に報告すること。

第三者検査機関名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(都知事登録　　　　　号)

(6)防腐塗装

□防腐塗装の範囲は、高力ボルト接合の摩擦面及びコンクリートで被覆される以外の部分とする。

(フォースター F☆☆☆☆)を使用し、2回塗りを標準とするが、実状に応じて決定すること。

(7)耐火被覆の材料

□

100

100
AOQL4%第6水準

工事監理者

%個

%個

%個

%個

%個

 個

第三者受入検査

□すみ肉溶接部

□突合せ溶接部

□

７．設備関係
□特記以外の梁貫通孔は原則として設けない、設ける場合は設計者の承認を得ること。

□設備機器の架台及び基礎については工事監理者の承認を得ること。

令第129条の2の3の事項

□床スラブ内に設備配管等を埋め込む場合はスラブ厚さの1/3以下とし、管の間隔を管径の3倍以上かつ

5㎝以上を原則とする。

・建築物に設ける建築設備にあっては、構造耐力上安全なものとして以下の構造方法による。

□建築設備(昇降機を除く)の支持構造部及び緊結金物は腐食又は腐朽のおそれがないものとすること。

□電気給湯器等(給湯設備)は、「告示1388第5」又は「改正1447号」によるものとする。

(1)鉄骨工事は指示のない限り下記による

□一社)日本鋼構造協会「建築鉄骨工事施工指針」

□日本建築学会「JASS 6 2015年版」「鉄骨精度検査基準」「鉄骨工事技術指針」

□鉄骨製作管理技術者登録機構「突合せ継手の食い違い仕口のずれの検査・補強マニュアル」

本特記仕様および配筋標準図は、設計基準強度が 18N/mm2以上 60N/mm2以下のコンクリー

注1)現場溶接部については原則として第三者検査機関による全数検査とし、外観検査超音波深傷検査

を100%行うこと。

□現場における高力ボルト接合部及び接合部の素地調整は入念に行い、塗装は工場塗装と同じ錆止めペ

イントを使用し、2回塗りとする。
□SD295

□SD345

□SD390

□SD490

異形鉄筋

(JIS G 3112)

備考

第三者検査機関とは、建築主、工事監理者又は工事施工者が、受入れ検査を代行させるために自ら契約した検査会

社を示をいう。

※平成12年建設省告示

第1464号第二号による
(目視及び計測)

(注)東京都の要網に

基づき必要となる建築

物の場合に実施する

□4.5%　　　　□3.0%　　　　□

JIS G 3136□有　□無

JIS Z

JIS G 3101

JIS G 3106

JIS G 3350

JIS G 3466

□有　□無

□有　□無

□有　□無

□有　□無

□有　□無

□BCR295　□BCP235　□BCP325

□SM400A　□SM490A　□

□SS400   □SS490　 □

溶接材料　□　　　　□

大臣認定 認定番号 MSTL-0188

□STKR400

□SSC400

□SN400A　□SN400B　□ JIS G 3136□有　□無

□SN490A　□SN490B　□SN490C

トと、 JIS G 3122 に規定する SD295、SD345、SD390 および SD490 の鉄筋コンクリート

用棒鋼を用いる高さが 60m 以下の鉄筋コンクリート造、鉄骨造等建築物の設計及び工事

に適用する。

基礎・基礎梁

±1.5%

D10 ～ D16

D19 ～ D25

使用径mm 備考

『ガス圧接』 又は 『公的機関の認定を受けたＡ級

継手』とする。

ただし、図S-04,05の『5(1) ,6(2) ,7(1)』の継手

位置を逸脱する場合は、『公的機関の認定を受け

たＡ級継手』とし、継手位置を梁端部 及び 

柱端部に設ける場合は、監理者及び設計者の承認を

得ること。

□685

□785

□1275

□アンカーボルト(構造用アンカーボルト)

□ボルト(JIS B 1180) M12　 　□4.8(4T)

※.中ボルトの穴径はボルト径+1.0mm以内とし、スプリングワッシャー併用の事。

□頭付スタッド(JIS B 1198)

φ= 　　　L=　　　mm 　　使用箇所　(□柱　□大梁　□小梁)

□ABR490 M 　　　L=　　　mm ナット　(□シングル　□ダブル)(JIS B 1220)

□ABR400 M　　　 L=　　　mm ナット　(□シングル　□ダブル)(JIS B 1220)

□SS400  M 　　　L=　　　mm ナット　(□シングル　□ダブル)

□ISベース仕様による

スランプ(cm)設計基準強度(Fc=N/mm2)適用箇所

15

15Fc21

Fc18

□屋上から突出する水槽、煙突、冷却塔その他これらに類するものは、支持構造部又は建築物の構造耐

力上主要な部分に、支持構造部は建築物の構造耐力上主要な部分に緊結すること。

□煙突の屋上突出部の高さは、れんが造、石造、コンクリートブロック造又は無筋コンクリート造の場

合は鉄製の支枠を設けたものを除き90cm以下とすること。

□煙突で屋内にある部分は、鉄筋に対するコンクリートのかぶり厚さを5cm以上とした鉄筋コンクリー

すること。

ト造又は厚さが25cm以上の無筋コンクリート造、れんが造、石造若しくはコンクリートブロック造と

□建築物に設ける給水、排水その他の配管設備は、

□法第20条第一号から第三号までの建築物に設ける屋上から突出する水槽、煙突その他これらに類する

ものにあっては、国土交通省告示第1389号により、風圧並びに地震その他の震動及び衝撃に対して構

造上安全なものとすること。

８．その他
□諸官庁への届出書類は遅滞なく提出すること。

□各試験の供試体は公的試験機関にて試験を行い工事監理者に報告すること。

□必要に応じて記録写真を撮り保管すること。

□風圧、土圧及び水圧並びに地震その他の震動及び衝撃に対して安全上支障のない構造とすること。

□管の伸縮その他の変形により当該管に損傷が生ずるおそれがある場合において、伸縮継手又は可撓

継手を設ける等有効な損傷防止のための措置を講ずること。

震動及び衝撃の緩和のための措置を講ずること。

□管を支持し、又は固定する場合においては、つり金物又は防振ゴムを用いる等有効な地震その他の

□建築物の部分を貫通して配管する場合においては、当該貫通部分に配管スリーブを設ける等有効な

の損傷防止のための措置を講ずること。

但し、満水時の質量が15kgを超える給湯設備については、平成12年建設省告示第1388号第5に規定する

構造方法によること。

(4)階数

(5)構造種別

(6)主要用途

(7)屋上付属物

(8)設計荷重

□鉄筋コンクリート造(RC)

□鉄骨鉄筋コンクリート造(SRC)

□鉄骨造(S)

□

構造種別

(a)主な積載荷重

(b)1次設計用地震力

Co= 　　　　　Z=　　　　　 Rt= 　　　　K(地下)=0.2

該当階等 架構特徴等

□免震建物

□制震建物

□搭状建物

□

基礎　　　階～　　　階

階～　　　階

階～　　　階

□太陽光発電設備　　　□避雷針・TV用架台　　　□補給水槽架台

(N/m2)

1

□共同住宅　　　□事務所　　　□倉庫　　　□テナント

1.0

1

鋼材□HU590

□キュービクル　　　　□空調室外機　　　　      □広告塔　　　　□煙突　　　m

1.0 1.0

(9)構造計算ルート

(10)一次設計時用層間変形角

(11)付帯工事

(12)特定天井

(13)屋根、床、壁

(c)風荷重

(d)雪荷重

(e)特殊の荷重及び仕上材

□

□門扉　　　□擁壁　　　□駐輪場　　　□機械式駐車場　　　□

□有　　　□無

□屋根　□

□屋根　□床版

□スライド　□ボルト止めALC (JIS A 5416)

押出し形成セメント版

折版

□ハーフPca　　□Pca版

特殊ﾃﾞｯｷﾌﾟﾚｰﾄ 大臣認定(  )

厚

厚

H=      　　厚

型式　　　　厚

□壁　　□床版

材種 型式 厚 その他 使用箇所 仕様・構法

□ロッキング

□

□

□壁　　□床版

□QL-99-50-12

地表面粗度区分　　　　　　基準風速 Vo=　　m/sec34

□垂直積雪量　　cm　　　□設計用雪荷重　　kN/m2

Ｘ方向 1/    以下　　　Ｙ方向 1/    以下

Ｘ方向ルート　　　Ｙ方向ルート3 3

Ⅲ

200 200

30 0.6

重要度係数　I=1.5

Fc24

Fc24

18

S-11図参照

TACP-0441□H.B.M工法

S-14図参照

ダイヤフラム

大梁

小梁

母屋

階段室屋根・配管用ピット

1,2F床

風除室屋根

階段・踊場

床用 架構用 地震用

6001,3001,800

2,900

1,000 600 400

1,800 800

6001,3001,800

00 0

室名 備考

注)「建築物のための改良地盤の設計及び品質管理指針:日本建築センター2018」を参考とする

地上　　階　　　塔屋　　階

階柱～    階梁

目隠し壁柱

□エレベーター 　　　kN　　基　   □受水槽　 　kN　  □エスカレーター1102.6

□STK400 柱 □有　□無 JIS G 3444

R

3

3

3F床

兵庫県明石市大道町1丁目211-3, 211-69, 211-90, 212-5

新構造設計特記仕様書　その1

管理建築士　一級建築士（大臣）第335100号　山本　裕一

担
当技

術
者

技
術
者

担
当

主
任技

術
者

管
理技

術
者

(仮称 )上下水道庁舎建設工事

明石市都市局住宅･建築室営繕課

担

当

担
当
課
長

課

長

　特記事項 係

長
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一級建築士事務所 広島県知事登録 25(1)第3396号
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長畑秀男建築構造事務所 一級建築士登録第196563号　長畑 秀男
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９．鉄筋コンクリート工事

調合管理強度(N/mm2)

呼び強度(JIS規格品)

2118 24 27 30 33 36 39 42 45 48 51 54 57 60

普通コンクリート 高強度コンクリート

設計基準強度 Fc

JASS 5 での区分

21 24 27 30 33 36 39 42 45 48 51 54 57 60

21 24 27 30 33 36 42 45 6040 50 55 55 60 ※

60超

表9.1　コンクリート圧縮強度(N/mm2)に応じた仕様書の使い分け

表9.2　レディーミクストコンクリートのJIS規格品

・修正箇所は下線をひくこと　適用は ■印 を記入する。

表9.3　構造体コンクリートの圧縮強度の判定基準

判定基準供試体の養生方法

X ≧ Fm

X ≧ Fq

28日

91日コア

標準養生(2)

鉄筋継手構法

□重ね継手

□圧接継手

□溶接継手

□機械式継手

標準図による

□告示1463号第2項各号

□告示1463号第4項各号

□告示1463号第3項各号

(2)(1)以外の部位(注)

継手の位置等の設計条件による仕様・等級

A級

□

□

□

□

□ □

B級

表9.4　鉄筋の継手

試験材齢(1)

(1)引張力最小部位
鉄筋の径 使用箇所

SA級

表9.5　継手の検査

標準・長期 超長期

直接土に接する柱・梁・壁・床および

布基礎の立上り部分、擁壁の壁部部

基礎、擁壁の基礎・底盤

柱・梁・耐力壁

床スラブ・屋根スラブ

構造部材と同等の耐久性を

要求する部材

計画供用期間中に維持保全

を行う部材(1)

屋外(2)屋外(2)屋内 屋内

40 40

40 40

40 40

40

50 50

5030

30 50

(30) (40)

70

50

表9.6　設計かぶり厚さ (単位:mm)

構造体の計画供要期間の級

部材の種類

構造部材

非構造部材

30

せき板

基礎、梁側、柱、壁

早強ﾎﾟﾙﾄ

ﾗﾝﾄﾞｾﾒﾝﾄ

普通ﾎﾟﾙﾄ

ﾗﾝﾄﾞｾﾒﾝﾄ

高炉ｾﾒﾝﾄ

A種

ｼﾘｶｾﾒﾝﾄ

A種

早強ﾎﾟﾙﾄ

ﾗﾝﾄﾞｾﾒﾝﾄ

普通ﾎﾟﾙﾄ

ﾗﾝﾄﾞｾﾒﾝﾄ

高炉ｾﾒﾝﾄ

A種

ｼﾘｶｾﾒﾝﾄ

A種

早強ﾎﾟﾙﾄ

ﾗﾝﾄﾞｾﾒﾝﾄ

普通ﾎﾟﾙﾄ

ﾗﾝﾄﾞｾﾒﾝﾄ

高炉ｾﾒﾝﾄ

A種

ｼﾘｶｾﾒﾝﾄ

A種

早強ﾎﾟﾙﾄ

ﾗﾝﾄﾞｾﾒﾝﾄ

普通ﾎﾟﾙﾄ

ﾗﾝﾄﾞｾﾒﾝﾄ

高炉ｾﾒﾝﾄ

A種

ｼﾘｶｾﾒﾝﾄ

A種

85%

設計基準強度の

2

3

5

3

5

8

4

6

6 8 28

28

28

25

28

12

15

10

1610

ｺﾝｸﾘｰﾄの圧縮強度 5.0N/mm2 設計基準強度の50%

15℃以上

5℃～15℃

5℃未満

ｺﾝｸﾘｰﾄの

材令(日)

支柱

スラブ、梁下 スラブ下 梁下

ｾﾒﾝﾄの種類

種類

部材

存置期間

の平均気温

17

100%

□D16以下

□D  以下

□コンクリートは JIS A 5308(レディーミクストコンクリート)に適合するJIS認証工場の製品とする。

※印は規格外

鉄筋コンクリート工事の施工に関しては記載無きは、JASS 5 2015 による。

(b)品質と施工

(a)コンクリートの仕様

　　　□標準　　　□長期　　　□超長期

□構造体の計画供用期間の級は特記による。特記が無い場合は標準とする。

(1)コンクリート

ii)普通コンクリート

□調合を定めるための基準とする材齢は、原則として28日 とする。

□構造体コンクリート強度は表9.3を満足すれば合格とする。

[注](1)早い材齢において試験を行い、合否判定基準を満たした場合は、合格とする。

□調合管理強度は、以下による。

*標準養生供試体の代わりにあらかじめ準備した現場水中養生供試体によることができる。

Fm = Fq + mSn (N/mm2)

F ≧ Fm + 1.73σ (N/mm2)

F   : コンクリートの調合強度 (N/mm2)

Fm  : コンクリートの調合管理強度 (N/mm2)

Fq  : コンクリートの品質基準強度 (N/mm2)

ただし、X : 1回の試験における3個の供試体の圧縮強度の平均値 (N/mm2)

Fm : コンクリートの調合管理強度 (N/mm2)

Fq : コンクリートの品質基準強度 (N/mm2)

(a)施工 □最小かぶり厚さは、表9.6に規定する設計かぶり厚さを10mm減じた値とする。

F ≧ 0.85 Fm + 3σ (N/mm2)

(b)検査

継手部の検査方法

(4)型枠

□完成した構造体の各部位における最外側鉄筋のかぶり厚さは、最小かぶり厚さ以上とする。

注)1 片持ち梁、庇、スパン9.0m以上の梁下は、工事監理者の承認による。

注)2 大梁の支柱の盛替えは行わない。又、その他の梁の場合も原則として行わない。

注)3 支柱の盛替えは、必ず直上階のコンクリート打ち後とする。

注)4 盛替え後の支柱頂部には、厚い受板、角材または、これに代わるものを置く。

(3)かぶり厚さ(2)鉄筋

＊コア供試体の代わりにあらかじめ準備した現場封かん養生供試体によることができる。

本仕様書では、JASS 5 に規定する普通骨材を用いた一般仕様のコンクリートを「普通コンクート

と定義し、表9.1に示す様に設計基準強度が36N/mm2以下のコンクリートについてはJASS 5 の3節～

11節を適用し、36N/mm2を超えるコンクリートについては JASS 5 の17節(高強度コンクリート)を適

用する。 また、設計基準強度もしくは品質基準強度と構造体強度補正値から定める調合管理強度以

上とし、発注するレディーミクストコンクリートの呼び強度が表9.2に示すJIS規格外となる場合は

節によること。

法第37条の大臣認定を受けた製品を用いる必要がある。軽量コンクリートについては JASS 5 の14

□設計基準強度が 36N/mm2 を超えるコンクリートを扱うレディーミクストコンクリート工場は「高

が指定建築材料として認定した高強度コンクリートの製造工場とする。

強度コンクリート」の製品認証を受けているか、建築基準法第37条第二号によって国土交通省大臣

□レディーミクストコンクリート工場および高強度コンクリートを打設する施工現場には、コンクリ

ート技士、あるいはこれらと同等以上の知識経験を有すると認められる技術者が常駐していなけれ

ばならない。

□施工者は、工事先立ち、コンクリートの調合・製造計画、施工計画、品質管理計画書を作成し、工

事監理者の承認を得ること。

□コンクリートに含まれる塩化物量は、塩化物イオン量として0.3kg/m3以下とする。

□打込み後の湿潤養生の期間は、セメントの種類および設計基準強度に応じて3日以上とする。

□コンクリートの練混ぜから打込み終了までの時間は、原則として120分を限度とする。

□コンクリート打込み時の自由落下高さは、コンクリートが分離しない範囲とする。

□打継ぎ部は構造的に影響の少ない位置を選び打継ぎ処理を行い、打込み前に十分な水湿しを行う。

i)高強度コンクリート

□調合管理強度は、以下による。

(c)調合および構造体コクリート強度

HFm = Fc + mSn (N/mm
2)

mSn : 高強度コンクリートの構造体強度補正値で JASS 5 による。

 σH : 高強度コンクリートの圧縮強度の標準偏差(N/mm2)で、レディーミクスト

HF  : 高強度コナクリートの調合強度　(N/mm2)

コンクリート工場の実績による。実績がない場合は、0.1(Fc+mSn)　とする。

□調合強度を定めるための基準とする材齢は、特記による。特記のない場合は28日とする。

□構造体コンクリート強度を保証する材齢は、特記による。特記のない場合は91日とする。

□構造体コンクリート強度は、次の①または②を満足するものとする。

□調合強度は標準養生供試体の圧縮強度で表すものとし、下記の両式を満足するよすに定める。

HF ≧  HFm + 1.73 σH (N/mm
2)

HF ≧  0.85 HFm + 3 σH (N/mm
2)

HFm : 高強度コンクリートの調合管理強度 (N/mm2)

Fc  : コンクリートの設計基準強度 (N/mm2)

□コンクリートの養生は令第75条に適合すること。

①標準養生した供試体による場合、調合強度を定めるための基準とする材齢において調合管理強

度以上とする。

②構造体温度養生した供試体による場合、構造体コンクリート強度を保証する材齢において設計

基準強度に3N/mm2 加えた値以上とする。

(2)工事監理者の承認を得て、供試体成型後、翌日までは20±10℃の日光および風が直接当ら

ない箇所で、乾燥しないように養生して保管することができる。

その場合の判定基準は材齢28日を超え91日以内の n日において3個の供試体の圧縮強度の平均値

から3N/mm2を減じた値が品質基準強度以上であれば合格とする。

その場合の判定基準は材齢28日までの平均気温が20℃以上の場合は、3個の供試体の圧縮強度の

平均値が調合管理強度以上であり、平均気温が20℃未満の場合は、3個の供試体の圧縮強度の平

均値から3N/mm2を減じた値が品質基準強度以上であれば合格とする。

mSn : 標準養生した供試体の材齢m日における圧縮強度と構造体コンクリートの n日における

圧縮強度の差による構造体強度補正値(N/mm2)

□調合強度は標準養生した供試体の材齢 m日における圧縮強度で表すものとし、下記の両式を満足

するように定める。調合強度を定める材齢 m日は、原則として28日とする。

σ  : 使用するコンクリートの圧縮強度の標準偏差(N/mm2)でレディーミクストコンクリート

工場の実績による。実績のない場合は2.5N/mm2、または0.1Fmの大きい方の値とする。

(d)検査

□使用するコンクリートの圧縮強制の判定は、JASS 5 による。

代行業者とは、試験・検査に伴う業務を代行するものを言う。

検査に用いる供試体の養生方法は標準養生または構造体温度養生とする。

試験・検査機関名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(都知事登録　　号)

代行業者名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(登録番号　　　号)

高強度コンクリートでは、打込み日かつ300m3ごとに検査ロットを構成して行う。

検査に用いる供試体の養生方法は標準養生とする。

構造体コンクリートの圧縮強度の判定は、(c)調合および構造体コンクリート強度による。

□フレッシュコンクリートの塩化物測定は、原則として工場現場で(一財)国土開発技術センターの

技術評価を受けた測定値を用いて行い、試験結果の記録及び測定値の表示部を一回の測定ごとに

撮影した写真(カラー)を保管し、工事監理者の承認を得る。測定検査の回数は、通常の場合1日1

回以上とし、1回の検査における測定試験は、同一試料から取り分けて3回行いその平均値を試験

値とする。

□スランプの許容値は普通コンクリートの場合、スランプが8cm以上18cm以下の場合±2.5cm、21cm

の場合±1.5cm(呼び強度27以上で高性能AE減水剤を使用する場合は±2cm)とする。

高強度コンクリートの場合は、スランプが18cm以下の場合2.5cm、21cm以上の場合±2cmとしスラ

ンプフローの許容差は、目標スランプフローが50cm以下の時は±7.5cm、50cmを超える時は±10c

mとする。

□使用するコンクリートの圧縮強度試験は、普通コンクリートでは標準養生を行った供試体を用い

て材齢28日で行い、1回の試験は、打込み工区ごと、打込み日ごと、かつ150m3またはその端数ご

とに3個の供試体を用いて行う。3回の試験で1検査ロットを構成する。

1検査ロットにおける試験回数は3回とする。検査は適当な間隔をあけた任意の3台のトラックア

ジテータから採取した合計9個の供試体による試験結果を用いて行う。

□構造体コンクリートの圧縮強度の検査は普通コンクリートでは、打込み工区ごと、打込み日ごと

かつ150m3またはその端数ごとに1回行う。1回の試験には適当な間隔をおいた3台の運搬車から1

個ずつ採取した合計3個の供試体を用いる。

高強度コンクリートでは打込み日、打込み工区かつ300m3ごとに行う。検査には適当な間隔をあ

けた任意の3台のトラックアジテータから採取した合計9個の供試体を用いる。

□コンクリートの試験は、「建築物の工事における試験および検査に関する東京都取扱要網」第4

条の試験機関で行うこと。

□鉄筋は JIS G 3112(鉄筋コンクリート用棒鋼)に適合するものを用いる。溶接金網および鉄筋

格子は、JIS G 3551(溶接金網および鉄筋格子)に適合するものを用いる。

□高強度せん断補強筋は、技術評価を取得し、建築基準法第37条の材料認定を受けたものを用

いる。

□鉄筋の加工寸法、形状、鉄筋の継手位置、継手の重ね長さ、定着長さは「新 鉄筋コンクリー

ト構造配筋標準図(1)～(3)」による。

□鉄筋の継手は重ね継手、ガス圧接継手、機械式継手または溶接継手によることとし、鉄筋径

と使用箇所を定め特記による。

注)(1)以下の部位に設ける継手は、平成12年告示第1463号ただし書きに基づき、日本鉄筋継

手協会、日本建築センター等の認定・評定等を取得した継手工法の等級で、構造計算に

あたって「鉄筋継手使用基準(建築物の構造関係技術基準解説書2015)」によって検討し

した部材の条件・仕様によること。

様書」による他、所要の品質が得られるように工事計画および工事管理計画を定めて、工事

監理者の承認を受ける。

□ガス圧接の施工は、強風時または降雨時には原則として作業を行わない。但し風除け・覆い

などの設備をした場合には、工事監理者の承認を得て作業を行うことができる。

□圧接技量資格者は、(公社)日本鉄筋継手協会によって認証された技量適格性証明書を工事監

理者に提出し、承認を受ける。

□機械式鉄筋定着工法に用いる定着板には信頼できる機関による性能証明書等を取得した定着

金物を用いる。

各継手工法ごとの検査は平成12建告1463号による他、具体的な検査方法は、(公社)日本鉄

筋継手協会の仕様書を参照のこと。

□設計かぶり厚さは、コンクリート打込み時の変形・移動などを考慮して、最小かぶり厚さが確保される

ように、部位・部材ごとに定める物とし、表9.6以上の値とする。

注)(1)計画供用期間の級が超長期で計画供用期間中に維持保全を行う部材では、維持保全の周期に応じ

て定める。

(2)計画供用期間の級が標準、長期および超長期で、耐久性上有効な仕上げを施す場合は、屋外側で

は設計かぶり厚さを10mm減じることができる。

□コンクリート構造体に誘発目地・施工目地などを設ける場合は、建築基準法施行令第79条に規定する数

値を満足し、構造耐力上必要な断面寸法を確保し、防水上および耐久性上有効な措置を講じれば上記に

よらなくても良い。

※．JASS 5 では普通コンクリートの場合計画供用期間の級が標準にあっては5N/mm2以上、長期及び超長期

の場合は10N/mm2以上、また高強度コンクリートの場合は10N/mm2以上。

注)5 支柱の盛替えは、小梁が終わってからスラブを行う。一時に全部の支柱を取り払って盛替えをしては

ならない。

注)6 直上階に著しく大きい積載荷重がある場合においては、支柱(大梁の支柱を除く)の盛替えを行わない

こと。

注)7 支柱の盛替えは、養生中のコンクリートに有害な影響をもたらすおそれのある振動または衝撃を与え

ないように行うこと。

□D19以上

□D32以上

□機械式継手および圧接継手および溶接継手は(公社)日本鉄筋継手協会「鉄筋継手工事標準仕

表9.7　型枠存置日数　　　　昭和46年建設省告示第110号(平成28年国土交通省告示第503号)

□型枠および支保工の存置期間は下記による。

1

2

3

超音波探傷試験引張試験外観検査

□有り　□無

□有り　□無

ガス圧接

溶　　接

機 械 式

継手方法

□有り　□無

□有り　□無

□有り　□無

□有り　□無

□有り　□無

□有り　□無

□有り　□無

併用し、1回の引張試験は、3本(東京都の場合5本)以上とする。

ガス圧接部分の検査を超音波探傷検査によって行う場合、最初の数ロットについては引張試験も

□鉄筋の継手の試験・検査は、「要網」第4条の試験機関、又は第8条の検査機関で行うこと。

（ 1ロットは同一作業班が同一日中に作業した圧接箇所で 200箇所程度とする。）

試験・検査機関名　　　CIW認定業者

□フレッシュコンクリートの流動性は、スランプまたはスランプフローで表し、調合管理強度が36N/

mm2以下  33n/mm2 以上の場合スランプ21cm以下、33N/mm2未満の場合スランプ18cm以下とし調合管

理強度が 36N/mm2超 45N/mm2未満の場合はスランプ21cm以下またはスランプフロー50cm以下、調合

管理強度が 45N/mm2以上の場合は23cm以下またはスランプフロー60cm以下とし、特記による。
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（６）継手
　■重ね継手

コンクリート
重ね継手長さ

の
鉄筋種別（５）定着長さ

設計基準強度 L1 L1h
コンクリート 定　着　の　長　さ

(フックなし) (フックあり)Fc(N/mm2)
　の 一　般 小梁下端筋 スラブ下端筋 18 45d 35d（１）構造図面に記載された事項は、本標準図に優先して適用する。 鉄筋種別 SD295 L1(3)設計基準強度 L2 L2h L3 L3h L3 21 40d 30dLa Lb（２）記号 (フックなし) (フックあり) (フックなし) (フックあり) (フックなし)Fc(N/mm2)

24～27 35d 25d 直線重ね継手の長さL1
18 40d 30d 20d 15d

30～36 35d 25d
　　　@･･･間隔　　r･･･半径　　C･･･中心線　　l0･･･部分間の内法距離　　h0･･･部材間の内法高さL 21 35d 25d 15d 15d 39～45 30d 20d

24～27 30d 20d 15d 15d 48～60 30d 20d 4d以上
30～36 30d 20d 15d 15d 18 50d 35d

鉄筋A 鉄筋BSD34539～45 25d 15d 15d 15d
21 45d 30d

D48～60 25d 15d 15d 15d
24～27 40d 30d

18 40d 30d 20d 20d 30～36 35d 25dSD345（１）鉄筋の折り曲げ加工 21 35d 25d 20d 20d 35d 25d39～45
24～27 35d 25d 20d 15d 20ｄ 10ｄ 10d

30d 20d48～60鉄筋の径に 鉄筋の折り曲げ
図 折り曲げ角度 鉄筋の種類 30～36 かつ30d 20d 15d 15d

21 50d 35dよる区分 内法直径(D)
SD390150以上39～45 30d 20d 15d 15d

24～27 45d 35dd
SD295 D16以下 3d以上 48～60 25d 15d 15d 15d 30～36 40d 30d180° D

180° 21 40d 30d 20d 20d 39～45 40d 30dSD390
135° SD345 D19～D41 4d以上 24～27 40d 30d 20d 20d余長4d以上 48～60 35d 25dd
90° 30～36 35d 25d 20d 15d

24～27 55d 40d135° D SD490SD390 D41以下 39～45 35d 25d 15d 15d 30～36 50d 35d
5d以上 48～60 30d 20d 15d 15d 39～45 45d 35d余長6d以上d

D25以下 24～27 45d 35d 25d 48～60 40d 30dSD49090° D 90° SD490 30～36 40d 30d 25d
余長8d以上 　　[注]　（１）表中のdは、異形鉄筋の呼び名の数値を表し、丸鋼には適用しない。D29～D41 6d以上 39～45 40d 30d 20d

　　　　　（２）直径の異なる鉄筋相互の重ね継手の長さは、細い方のdによる。48～60 35d 25d 20d
　　　　　（３）フック付き重ね継手の長さは、鉄筋相互の折り曲げ開始点間の距離とし、折り曲げ開始点　　[注]　（１）dは呼び名に用いた数値とする。

　　[注]　（１）フック付き鉄筋の定着長さL2hは、定着起点から鉄筋の折り曲げ開始点までの距離とし、 　　　　　　　　以降のフック部は継手長さに含まない。　　　　　（２）スパイラル筋の重ね継手部に90°フックを用いる場合は、余長12d以上とする。
　　　　　　　　折り曲げ開始点以降のフック部は定着長さに含まない。

　　　　　（３）片持ちスラブ先端、壁筋の自由端側の先端で90°フックまたは135°フックを用いる場合は、
　　　　　（２）フック部の折り曲げ内法直径D及び余長は、「鉄筋の折り曲げ加工」の表による。

　　　　　　　　余長は4d以上とする。
　　　　　（３）梁主筋を柱へ定着する場合、水平定着長さがL2h確保できない場合は折り曲げ定着とし、

　　　　　（４）スラブ筋、壁筋には、溶接金網を除いて丸鋼を使用しない。
　　　　　　　　全定着長をL2以上とするとともに、水平投影長さをLa以上とし、余長を8d以上とする。

　　　　　（５）折り曲げ内法直径を上表の数値よりも小さくする場合は、事前に鉄筋の曲げ試験を行い

　　　　　　　　支障ないことを確認した上で、工事監理者の承認を得る。
　　　　　（４）耐圧スラブの下端筋の定着長は一般定着L2とする。

　　　　　（６）SD490の鉄筋を90°を超える曲げ角度で折り曲げ加工する場合は、事前に鉄筋の曲げ試験を行い、

　　　　　　　　支障ないことを確認した上で、工事監理者の承認を得る。
　　・ガス圧接形状(平成12年建設省告示1463号下図のほか、折れ曲がり、焼き割れ、へこみ、垂れ下がり

　　　　　　　　　 及び内部欠損がないもの）
（２）加工寸法の許容差 (mm)

定着起点 折り曲げ開始点 定着起点項　　　　　　目 符　号 許　容　差
L2 ▽ ▽ L2h ▽

D25以下 a、b ± 15
主　筋各加工

D29以上D41以下 a、b ± 20(1)寸法　
あばら筋・帯筋・スパイラル筋 a、b ±  5

加　工　後　の　全　長 L ± 20

　　[注]　（１）各加工寸法及び加工後の全長の測り方の例を下図に示す。

主　　筋

折り曲げ開始点 定着起点
▽ L2h ▽

135°フック

L3
△

定着起点

下端筋の直線定着長さL3

折り曲げ開始点 定着起点
▽ L2h ▽

180°フック

L3h
△ △

折り曲げ開始点 定着起点

下端筋のフック付き定着長さL3h

新 鉄筋コンクリート構造配筋標準図（１）
※修正箇所は下線を引くこと

１．一般事項

２．鉄筋加工

b b

a

a

あ ばら筋・帯筋 溶接閉鎖形筋

スパイラル筋　　

b b

a a

（３）鉄筋のあき
　　異型鉄筋では呼び名に用いた数値1.5d以上、粗骨材の最大寸法の1.25倍以上かつ25mmのうち最も大きい値。

加工後の全長(L)

加工後の全長(L)

異型鉄筋

　図の  印の鉄筋の重ね継手の

末端にはフックが必要

柱（４）鉄筋のフック
　　　a～eに示す鉄筋の末端部にはフックを付ける。

　　 a.　あばら筋、帯筋、および幅止メ筋

　　 b.　煙突の鉄筋（壁の一部となる場合を含む）

　　 c.　柱、梁(基礎梁は除く)の出すみ部分

　　 　　および下端の両端にある場合の鉄筋(右図参照)

　　 d.　単純梁の下端筋

　　 e.　その他、本配筋標準に記載する箇所

d0 あき d0

間隔

(小梁・スラブ)

（小梁・スラブ）

8
d
以

上

Lb

L2

La

L2

L1h
△ △

折り曲げ開始点 折り曲げ開始点
（鉄筋A） （鉄筋B）

余長

2㎜以下

d

　　・圧接継手

L1

（１）直接基礎

３．杭・基礎

　　　①独立基礎

　　　②ベタ基礎
ハンチを付けた場合(a≧3)

L2 or L3

a

8
d
以

上

L2h

ハカマ筋  ハカマ筋
のない場合　のある場合

基
礎

ス
ラ

ブ
筋

ハ
カ

マ
筋

1

4
0

7
0

圧接面 圧接面

1.4d以上d
d/5以下

1.1d以上

(1.5d)

圧接面

d/4以下

L

8
0
0
～

1
0
0
0

柱
主

筋
4
0
d

余
盛

コ
ン

ク
リ

ー
ト

1
0
0
以

上

（２）杭基礎
　　　①場所打ち杭

15d

2
0
d

C
　　　杭頭処理要領

重
ね

継
手

斫り部分

φ

基
礎

筋
ハ

カ
マ

筋

100 100以上とするφ

鉄筋のかぶりは

φ+1000以上
杭間隔は2xφかつ

へりあき

200以上 

杭頭補強要領は特記による

B

A

A拡大図基
礎

筋
ハ

カ
マ

筋

B拡大図

Lo≧100かつ4d+70以上

Lo

7
0

1
0
0

2
0
d
o

2
0
d

2
0
d
o

L2h

コンクリート面

（フック付）

印鉄筋は曲げ上げ
なくてよい

d ：基礎筋の径
do：基礎筋・ハカマ筋の
　　細いほうの径

3
-
D
1
3

L1

L2
＊ ＊ ＊

L
2

＊
＊

W1 ＊

45°～ 60°

H≦300は＊印筋は不用とする

L1

W1の三角壁厚さは、地中梁幅とし、

梁
幅

（３）基礎接合部の補強

H

＊印筋はD10@200とする300

L
2

　　　②PHC杭

1,耐圧版鉄筋の継手位置は床スラブにならう

  但し上筋と下筋を読みかえる

2,①の鉄筋はスラブ主筋の径以上とする

3,②の鉄筋はD13以上

(配筋については地震力等の水平力等を考慮して別途検討すること)

フック付き重ね継手の長さL1h

■継手に関する注意点

　　１．継手位置は、応力の小さい位置に設けることを原則とする。

　　３．鉄筋径dの差が7mmを超える場合は、圧接としてはならない。

　　４．ガス圧接継手の形状、および継手の配置は下図による。

　　６．非破壊検査は工事監理者が承諾した信頼できる検査機関で行うこと。

　　５．溶接継手および機械式継手を用いる場合は、信頼できる機関の評定等を受けたA級継手工法とする。

ハカマ筋100

15d程度

A

Aの拡大図
基礎スラブ筋

・重ね継手（下図のいずれかとする）フックなしの場合はL1hはL1

か
つ

L
2
以

上

4
5
d
か

つ
L
1
以

上

スぺーサー
フラットバー@3,000
(各4ヶ所)

HOOP筋の継手は片側溶接
10d又は重ね継手40d
フック付き

90°フック

余長
8d以上

余長

6d以上

90°フック

余長
D8d以上

D

　　　ST･･･あばら筋  　HOOP･･･帯筋　  S.HOOP･･･補強帯筋

　　　d･･･異形棒鋼の呼び名に用いた数値（径）　　D･･･部材のせい、又は鉄筋内法直径

梁

　

SD295

　　　　　　　　尚、Laの値は原則として柱せいの3/4倍以上とする。

D

直線定着の長さL2

D

フック付き定着の長さL2h

余長
4d以上

D
8d以上

D

D
L3

La

L2

大梁主筋の柱内折り曲げ定着の

投影定着長さLa　　　　　　　

小梁・スラブの上端筋の梁内　

折り曲げ定着の投影定着長さLb

　　２．D29以上の異形鉄筋は、原則として、重ね継手としてはならない。

(1.2d)　　( )内はSD490の場合

L1h

a≧400 1.5L1h以上 約0.5Lh1

4,埋戻し土のある場合は40を70とする

2

1

2
0
d

2
0
d

配筋は同厚の壁リストにならう

2-D16以上 300＜H≦1000

新鉄筋コンクリート構造配筋標準図(1)
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Dc Dc

（５）柱脚部の補強

５．柱

（１）柱主筋の継手位置

（３）帯　　筋

（４）寄せ筋の保持

６．大梁

（１）定着

４．地中梁

（１）独立基礎、杭基礎の場合（定着、継手）

※修正箇所は下線を引くこと

（６）梁主筋の定着

　　① 直線定着

　　　（長期荷重が支配的な場合の継手は6.(2)大梁継手位置とする）

h
o
/
4

h
o
/
2

h
o
/
4

標
準

1
0
0
0

a

a

a

a
a a4d

4d

6d

135°

5d以上 

10d以上

L

D

第1帯筋 15d

6d

6d

6d

Lは中間部50dかつ300mm以上

とする

第1帯筋

日　型

ロ　型

4d 4d

6d

6d

8
d

設
計

ピ
ッ

チ
以

下 〃
 〃

 〃

 〃
 〃
 〃
 〃
 〃
 〃
 〃
 〃
 〃
 〃
 〃
 〃
 〃
 〃
 〃

 P1

 P1

150以下

 〃

150以下

＊上端主筋の定着は、やむをえない

（２）柱主筋の定着

パ
ネ

ル
部

分
は

0
.
2
％

以
上

と
す

る

末端部の添巻は1.5巻以上

1
.
2
D

拘束筋

D

1階柱脚の主筋は梁上から柱せいの1.2倍の

　□帯筋と同径・同ピッチ、X・Y 2巻づつ

　□図示による

新 鉄筋コンクリート構造配筋標準図（２）

圧接継手

継手の好ましい位置

L
2
以

下

h
o

柱頭補強かご鉄筋

補強かご鉄筋

h
o

4
0
0
以

上
h
o
/
2
+
1
5
d

4
0
0
以

上
h
o
/
2
+
1
5
d

h
o

カ
プ

ラ

L
2

L
2

L
2
h

L
2
又

は

主筋と同径
補強かご鉄筋

機械式継手
（SA・A級継手）

L
1

150以上

h
o
/
4

h
o
/
2

h
o
/
4

必要な定着長さが不足する箇所」
鉄筋並びにはりのせいが小さく、
鉄筋のフックは「柱頭の四隅の

ロ W型(溶接閉鎖型) ハ S型(スパイラル型)イ H型(タガ型)

（６）絞り (b)150≧e＞D/6(a)e≦D/6かつ150

D2 e eD2

D

1
0
0

1
0
0

6d

D1

15d

6d

補強帯筋

150以下

6d

D1

15d

(c)e=150以上（下図を参考に設計図書に追記する）

D

15d

D1

カゴ筋П型

カゴ筋П型

L2

eD2

20d

場合、上向きとすることができる

（２）布基礎、べた基礎の場合（定着、継手）

内 端 部外 端 部

＊

8
d

※

l0/4 l0/2

※

l0/4
＊

（継手範囲)

l0

L2 L
2

L
2

L1

D

La以上かつ La以上かつ

外 端 部 内 端 部

＊
l0/4

l0

l0/2
20d

l0/4
＊

※※

20d
L2

L2

L1

L
2

上端筋継手範囲 下端筋継手範囲 　上端筋継手範囲

※主筋のカットオフ長さはlo/4+15dを基本とし、特別な長さを要する部分は6.大梁の項の表6-1による

D

La以上かつ

L2 L2

※主筋のカットオフ長さはlo/4+15dを基本とし、特別な長さを要する部分は6.大梁の項の表6-1による

（３）水平ハンチの場合のあばら筋加工要領 （４）せいの高い梁のあばら筋加工要領図

[注]　（イ）で、　　を使用してもよいが、

　　　（ロ）では、あばら筋の継手は

　　　　　　180°フックとする。

　　　　　　　　　は使用してはいけない

（イ） （ロ） （ハ）

溶接継手
または
機械式継手

打継ぎ部

L
1
h

　
＊一般のあばら筋と同径
　のものを2本束ねる

ハンチ 梁幅 ハンチ

＊ 一般のあばら筋と同径のものを2本束ねる

2-D＊ {

}

＊2-D

梁
幅

ハ
ン

チ

3/4D以上 3/4D以上

8
d

3/4D以上

8
d

8
d

L
2

1

6～8

柱

4
0
0

L
2

D

L
2
h

1/4D2 3/4D2

L
1

か
つ

1
0
0
0

柱
せ

い

に付ける。

柱、梁の定着L2又はL2h以上が確保
されない場合はかご鉄筋で補強、
または特記により増強する。

L
2
又

は
L
2
h

0
.
2
％

以
上

す
る

注2． W型で現場溶接をする場合は

注3． フックおよび継手の位置は、
　　型

a=1.5x(呼び名の数値)

6φ@1000

6φ@1000

　　　　交互とする。

範囲を拘束筋で拘束する。

拘束筋は以下による。

注1． 第1帯筋は、梁づらに入れる。

　　　　主筋の位置をさける。

6d
6d

L

Lは50d以上かつ
300mm以上とする

帯筋より1サイズ太く
又は同サイズ2本

D D

（
一

段
目

）

最上階

L2 L2

L
2

L2

8
d

8
d

8
d

（
一

段
目

）

一般階

最上階

L2L2

L2

L2h L2h

L
2

　　③ 折曲げ定着

D D

8
d

8
d

8
d

8
d

8
d

8
d

8
d

L2

一般階

最上階

L2hL2h

L2

D D

8
d

8
d

8
d

一般階

L2 L2

L2

　　④ プレート定着(DBヘッド定着工法は別図に依る)

内　端　部外　端　部

　　② 90°フック付き直線定着

D D

D D

La以上かつ3/4D以上

La以上かつ3/4D以上 La以上かつ3/4D以上

L
2
(
一

段
目

)

La以上かつ3/4D以上

（２）大梁主筋の継手

（３）あばら筋、腹筋、幅止め筋の配置

（４）あばら筋の型

（５）幅止め筋の本数、加工

D

20d

lo/4 lo/4

La

La

※1

20d

lo/4 lo/4※1 ※1

20d
lo

La

※1 LC
柱幅

※2

1
5
0
以

上

 フック付

D

L

注：点線は下端筋の曲下げ定着

l0

l0/4 l0/4

D

ba 6d

6d

C

一　般　階

最　上　階　 a 一般

L
2

L2

L2

L2

8
d

×印は幅止め筋

※ねじれを受ける梁は特記による

 は継手の好ましい位置

Dl0/4l0/4D

15d※ 同サイズを2本巻きとする

つり上げ筋は、一般のあばら筋と

(注、床版がない場合は135°以上のフックとする)

c 6d

8
d

d
6d

4
d

e

6d

f　梁成の大きい場合は

　 SRC造のあばら筋の納まり

　 に使用することができる。

（イ）原則として a のフック先曲げとする。片側床版付(L型)梁で b 、

　　D＜600　不要

幅止め筋

4
d

4d
腹筋

D

　※2 柱幅が大きくて、直線部
　　だけでL2がとれる場合でも
　　柱中心線を超えて中間折曲げ
　　テール長150以上又は180°
　　フック付とする。

柱幅が大きい場合

D
3/4D1/4D

L2

折曲げ起点は3/4Dを超える

La
一　般　階

8
d
以

上 L2+5d

あばら筋補強筋
(設計図書による)

最　上　階

La

La

8
d
以

上

8
d
以

上

(mm)表6-1　特別なカットオフ長さを要する部材

　 b ハンチがある場合

部　材　名 lo/4に加える長さ 部　材　名 lo/4に加える長さ

L2

L2+5d

L2+5d
L2+5d

L
2

D D

L2

L2

(設計図書による)
あばら筋補強筋

(SA、A級継手を使用する場合の継手位置は特記による)

※ D=大梁せい

つり上げ筋

15d※
第1あばら筋は柱面より配筋する

　　　両側床版付(T型)梁で c 又は b とすることができる。

（ロ）フックの位置は a にあっては交互、 b にあってはスラブ付側とする。

1
8
0
°

曲
げ4
d

6d

幅止め筋
　　600≦D＜900 2－D10　1段

　　900≦D＜1200腹　筋 4－D10　2段

　　1200≦D D10@300以内

　　1200以上 D13@300以内

　　D10@1000以内で割り付ける幅止め筋

※1 主筋のカットオフ長さはlo/4+15dを基本とし、特別な長さを要する部分は表6-1による。

ことを原則とする。

　　L2を示す。

D

最上階

L
2
（

一
段

目
）

12d以上かつ3/4D以上

12d以上かつ3/4D以上

D

一般階

　プレート定着を用いてはならない。

※最上階 L型接合部における上端筋の一段目の定着に

　その工法の適用範囲と仕様を確認する。

※プレート定着には性能証明等を取得した材料を用い、

(Dc≧2xDbの場合)

D
b
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lx/4

15d

L3

Lb

8
d

L2 ly/2

配力筋
(下端)D10

跳上げ止
上端筋の継手位置

15d

下端筋の継手位置

D13

2
0
d

a

（開口の径500以下程度の場合）

HD

D13

D

　▽最上階

　▽

EW

EW

EW

EW

θ≒45°

補強筋 

補強筋 

注）補強筋はEW150の場合3-D13@100シングル

　　　　　　EW180～200の場合4-D13@100シングル

（１）定着 （１）定着および継手 （２）屋根スラブの補強

（４）床版開口部の補強

（５）床版段差

（１）定着

（１）柱

L2

L1

（６）連層耐震壁乾燥収縮の補強筋

L2

L2

L2

L2

増打するときは事前に設計者、

　　　　　　EW250以上の場合4-D16@100ダブルとする。

７．小梁、片持梁

９．壁

10．柱、梁増打コンクリート補強(　　　　　　)及び工事監理者と打合せのこと

新 鉄筋コンクリート構造配筋標準図（３）

拘束筋П-D10@200

最上階

最上階

8
d

大梁主筋

大梁主筋

8
d

L2

（設計図に記入のあるとき）

　　　完全スリット

（２）スリット部

（３）手摺、パラペット

d 壁と壁（平面図）

D13

D13 D13
イ

1000

スラブに上端筋がない場合

c 床に

受筋D10

L2

スラブに上端筋がある場合

シングル配筋 ダブル配筋

L
2

L2 L2

L
2

L
2

L2 L2

L2

（６）土間コンクリート （７）釜場

t

600

　 a 軽作業の土間

(ダメ穴打断面について)

底盤と同配筋
STRP

（８）打継ぎ補強

L
2

●設計配筋間隔の1/2ピッチ　長さ2L1以上

CL

L2

注）t：底盤と同厚以上　 b 間仕切壁との交差部

D13

出
隅

部
分

の
補

強
筋

出隅受け部

(
つ

な
ぎ

部
の

中
間

に
上

端
筋

は
D
1
3
、

下
端

筋
は

D
1
0
を

設
け

る
）

一般床版配力筋

L
3
は

下
端

筋
の

定
着

それぞれの方向に出隅
補強筋として出隅部の
同本数をハッチ部分に
配置する。

※出隅受け部補強筋は、

L3

L
3

注 l1≧l2とする。

l
2

出隅部分の補強筋
注 l1≧l2とする。

出隅部

L
1

l
1
/
2

l1/2

l
2

l1 l1

（出隅部分補強配筋） （出隅受け部補強）

バーサポート

100以下 60

D
D

50300

●無筋部分D10@200　長さ800以上

D10@200

折曲 D10@200

L2

2D以上

D16

2D
D10@150

D
≦

H
≦

2
D

（非耐力壁とスラブが取り合う場合）

受筋D10

 D13  D13  2-D13以上  2-D13以上

θ≒45°

 ハッチ部分は増打コンクリートを示す。

 ハッチ部分の面積 A c㎡

 印は補強筋を示す

（２）梁

11．梁貫通孔補強

20d a

B

補強筋

補強筋

a≦150

 以上）とする。

 あばら補強筋は、梁と同径、同ピッチ

 とする。

 腹筋D10ピッチは、梁の腹筋と合せる。

 梁下端増打コンクリートの場合も上端

 増打コンクリート補強と同様とする。

 ハッチ部分は増打コンクリートを示す。

 増打ち50以下は補強なし。

 150以上の増打ちは図示による。

 補強筋は、梁主筋の1段落し径（D16

巾止メ筋

あばら補強筋 補強筋

 印は補強筋を示す

a 梁に b 柱に（平面図）

L
2

L
2

L
2

を
超

え
る

L
2
h
か

つ
中

心
線

横筋の配置は上下端とも梁、又は床面に
一段目を配置する。

L
2

L2

L2hかつ中心線を超える

縦筋は、柱面に一本目を配置する。

150以上
かつ8d以上

100以内

あばら筋

を入れる

下端筋位置迄　

片持ち梁

先
端

小
梁

平面図

片
持

梁
筋

曲
げ

下
げ

L2

折り下げること 2/3lo+15d以上 L2

l0

元端部先端部

かつL2以上

8
d
以

上

(a)先端部の範囲とカットオフ位置 (b)先端小梁の定着

L2

L2立面図

又はLa
L3h

又はLa
L3h

L
2

一般階

L2

L2

La

L3h
又はLa

8d

(d)隣接する梁がない場合で柱定着

(c)隣接する梁がある場合で柱定着
　　 又は、隣接する梁へ定着する場合

　 d 片持梁の定着

　 a 小梁の定着

　 c 小梁の継手位置

小梁

θ=45°

平面図

正
面

小梁

補強あばら筋は、小梁主筋側

に必ず入れること。　　　　

15d 15d

10d以上

20d 20d
lo/6

CL

B

lo

lo/4

L2

25d

小梁外端
（単独小梁両端）

lo/4

8
d
以

上

斜めでもよい

下向きでもよい
連続端

斜めでもよい

注)設計図にカットオフ位置の特記がない場合

B/2以上

L
3

B

L
2

※Lbを確保できない場合は

※Lbかつ 
B/2以上

下図とする※固定度を考慮した場合は2/3B以上とする

直線定着としてよい

Lb かつ※B/2以上

8
d
以

上

　 b 段差小梁の配筋（連続端の場合）

L2

L
2

L2

L3L3

B B

段差部でハンチを設ける例

ハンチ

 ハンチがない場合の有効せい

L3

L2

ハンチがある場合の有効せい

B 

終端と同じ定着方法として、あばら筋に力の伝達主筋の定着長さで小梁の応力を伝達

小梁上端筋と同等の
あばら筋を配置

B

h

D

D

ハンチの検討をする。　　　　　　 

段差hが h＞D-　D2-B2 となる場合には

圧接・継手中心位置の好ましい範囲

lo lo

lo/6 lo/2 lo/4 lo/4 lo/4lo/2

注)上端筋の柱内への定着は3/4D以上とすること。

正面

８．床　版

l
l

※

 　径でｌ=1500とし、上端筋の上に配筋する。
　 配筋の際かぶり厚に注意すること。

a　補強筋は各3-D13又はスラブ主筋の同一

b　※の箇所(入隅)は各階補強する

8
d

8
d

L2

10d以上 直線定着の場合は25d以上

　 b 片持スラブ出隅部補強 注)出隅部の補強筋は、計算により算出する。

L1

l
1
/
2

l1/2

全断 全断

D
D
/
2
以

下

L1

1200×600以下

2-D16

2-D16

t

底盤と同配筋

腹筋

150以上かつ8d以上

L2 イ

1000

イ は壁配筋と同じ

L2

t250 250

W
t

柱

tは階高の1/100程度

D10@400程度（防錆処理を施す）
シーリング材使用（耐火構造用目地材）

（但し、H＞800以上の場合、設計図による）

手　摺

H

L
2

L
2

L
2

1
0
0
以

下

150以上H

L
2

D13

D10@200

D13 D13

D10@200ダブル

L2

　　　パラペット

120以上

L2

1
0
0
以

下

D10@200ダブル

最下階

20d a

a≦D/10 かつ a≦150

 150以上の増打は図示による。

 増し打ち50以下は補強なし。

 ※柱HOOPと同径、同ピッチとする。

B

※

20d a

2
0
d

a及びa′≦150

a
′

※

補強タテ筋

3-D16 4-D16

A＜500 500≦A＜1000

あばら補強筋

D10

a≦D/7 かつ a≦150

 B≧400の場合は補強筋を3本とする。

（１）設置可能範囲

梁端部(スパン l/10以内かつ2D)は原則として避ける

D/3 D

lo

lo/4 lo/4

(φ1+φ2)/2x3以上

φ1 φ2

貫通孔が連続して間隔等が取れない
場合は設計者又は工事監理者と
打合わせのこと。

望ましい範囲

（２）既製品

□製品名

施工前に計算書を提出し、承認を得ること。

計算時に使用する評価取得品については計算書を提出する事。

斜め補強筋

周囲補強筋

周　囲 斜　め

L
2

L2

孔と孔のへりあき100以上

D13

D13

D13
2L2

注）設備の小開口が連続してあく場合は縦、横、
　　斜補強筋とは別に開口によって切断される
　　鉄筋と同じ鉄筋を開口をさけて補強する。

L2

L2
L2
L
2

D13

床版厚さD

150＜D≦300

300＜D≦500

D≦150 各2-D13

各2-D13

各2-D19

各1-D13

各2-D13

各2-D16

L2

　　一般床スラブ（四辺固定）

下端筋の継手位置

15d

STRP上に配置
D13

肩筋D13以上

上端筋の継手位置

(上端)
 主筋

lx/2L2

lx/4

8
d

Lb

L3

15d

（３）片持床スラブ定着及び出隅部補強

　 a 片持床スラブ定着

バーサポート

100以下 60L2

8
d

10d以上 直線定着の場合は25d以上

h
o

L

：鉄筋径および間隔は壁筋と同等、同ピッチ以上とし、

　壁筋に135°フックを設けた場合のLは8dとする。

　壁筋にフックを設けない場合のLはL2とする。

注）ho≦25tかつ3500以下とする。但し直行方向25t以内に壁、又は柱がある場合は除く

注）hはコンクリートブロック段数調整寸法とする。但し、200≦h≦400

注）継手部は必ずモルタルを充填すること

一般の場合

（４）コンクリートブロック帳壁 （５）耐震壁端部の納まり

L
1

L

D10@600

D13

L2 L2

D10@400

L
1

L2 L2

D13

t
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２．溶接規準図１．一般事項

1S t S

10 12

1
S

2t

t

2

G=0

1t

f

t3

f

GC

G L G L

6 6 5 6 6 5
4

9 9 8 6 9 8

溶接姿勢

Ｔ形突合せ継手余盛

5

f

t6

（裏はつり後溶接）

溶接姿勢 F.V

7

5 6 5

9 5 6 5

9 8 9 8

F.V

θφ
S

ｔ8

B プレート

（１）材料及び検査

S

t

45゜

35゜ 45°

45°

θ θ

G=0～2(裏はつり後裏溶接)

R≦2

θ=60゜

θ=45゜

θ=60゜

R≦2

θ=45゜

GC

(a)新構造設計特記仕様その１による。

(b)本標準図はベースプレートを除き鋼材の厚さが40mm以下の工事に適用する。

但し、ベースプレートの厚さは除く。

(c)社内検査結果の検査報告書には，鉄骨の寸法，精度及びその他の結果を添付する。

（２）工作一般
(a)鉄骨製作及び施工に先立って「鉄骨工事施工要領書」を提出し工事監理者の承認を得る。

(b)鋼管部材の分岐継手部の相貫切断は，鋼管自動切断機による。

(c)高張力鋼の歪み矯正は，冷間矯正とする。

（３）高力ボルト接合
(a)本締めに使用するボルトと，仮締めボルトの併用はしてはならない。

(b)高力ボルトの摩擦面の処理は黒皮などを座金外径２倍以上の範囲でショットプラスト、グラインダー掛け

等を用いて除去した後、一様にさびを発生させた状況とする。但しショットプラスト、グリットブラスト

るよう注意して行う。

による処理で表面荒さが、50μm Rz以上である場合は、さびの発生は要しない。

(c)高力ボルトの締付けに使用する機器はよく整備されたものを使用し、締付けの順序は部材が十分に密着す

（４）溶接接合

(a)平成12年建設省告示第1464号第二号イ、ロによる溶接部の性能、溶接金属の性能を満足すること。

(b)溶接技術者

溶接技能者は施工する溶接に適用するJISZ3801(手溶接)又はJISZ3841(半自動溶接)の溶接術検定試験に

合格し引続き、半年以上溶接に従事している者とする。

(c)溶接機器

(ニ)炭酸ガスアーク半自動溶接機(イ)交流アーク溶接機　300A～500A

(ロ)アークエアーガウジング機（直流）　 (ホ)溶接電流を測定する電流計

(ハ)セルフシールドアーク溶接機 (ヘ)溶接棒乾燥器

被覆アーク溶接（アーク手溶接、MC、MP）

(d)溶接方法

セルフシールドアーク溶接（半自動溶接、NGC） アークエアーガウジング（AAG）

ガスシールドアーク溶接（半自動溶接、GC、GP）

(e)溶接姿勢

(f)組立溶接技能者は，原則として本工事に従事する者が行う。

(イ)仮付位置

組立溶接は溶接の始，終端，隅角部など強度上，工作上，問題となり易い箇所は避ける

下向　Ｆ 立向　Ｖ 横向　Ｈ 上向　Ｏ

仮付不良 良仮付不良 良

仮付溶接

裏はつり側にする。 開先面

(ロ)完全溶込み溶接部の仮付溶接は必ず裏はつり側に施工する

(g)溶接施工

(イ)エンドダブ

・完全溶込み溶接、部分溶込み溶接の両端部に母材と同厚で同開先形状のエンドタブを取り付ける>

・エンドタブの材質は、母材と同質とする。但し、鉄骨製作に十分な実績があり、

かつ溶接部の品質が十分確保できると判断される場合には

監理者の承認を受けて他の方法をすることができる。

35mm以上
かつ2ｔ以上

t

・エンドタブの長さは、MC：35mm以上

NGC，GC：440mm以上とし特記のない場合は，溶接終了後

母材より10mm程度残し切断して，グラインダー仕上げとする。

・プレス鋼板タブ、固形タブ使用については、資料を提出して設計者、又は工事監理者の承認を得る。

(ロ)裏あて金

(ホ)裏はつり

(ハ)スカラップ　半径はr1=30～35mmと、r2=10mmのダブルアールとする。
但し、梁せいが D=150mm未満の場合のスカラップは r1=20mm とする。

r1 スカラップ
r1=30～35mm

r2=10

r1=35

(ニ)ノンスカラップ工法

G

裏当て金 θ：開先角度

θ

G：ルート間隔

材質は母材と同質材料とし厚さは手溶接で6mm，半自動溶接で9mm以上、巾は25mm以上を原則とする。

但し、溶接性能が確認できれば監理者の承認を得て変更することができる。

規準図の溶接においてAAGと記載のある部分は全て，アークエアガウジングを行った上で、部材に

確認マークをつける。

(ヘ)現場溶接の開先面には，溶接に支障のない防錆材を塗布する。又，開先部を痛めない様に様に養生を
行なう。

（５）塗装

コンクリートに埋め込まれる部分及びコンクリートとの接触面で，コンクリートと一体とする設計仕様に

なっている部分は，塗装をしない。

（単位mm）
（注）f：余盛　G：ルート間隔　R：フエース　S：脚長

(１)隅肉溶接

(２)部分溶け込み溶接

(４)フレアー溶接

(３)完全溶込み溶接

t≦16

8～10 11～13 14～16

76

7以下

（使用箇所に注意）

D1 D1

f f

r

（平継手　Ｔ形継手）

t1 t1

t/4≦ f ≦10

MC  NGC

t mm

6≦ｔ＜12

12≦ｔ＜16

F.V

9 9 8 9 9 835゜ 35°16≦ｔ≦40

余盛の高さ(mm)のど厚t(mm)

F.V

t≦4

4＜t≦12

12＜t≦19

19＜t≦40

溶接姿勢

1

2

3

4

t/4≦ f ≦10

G=0～2

t2/4≦ a ≦10

（平継手で板厚が異なる時）

1
a

2t

2.5

削り面

1t

G=0～2

（裏はつり後溶接）

6＜t≦40t

45゜

45゜

35゜

L

MC  NGC

6 6

9

9

6

9

9

θ G t1 Lθ G t1t(mm)

6＜t＜12

12≦t≦19

19＜t≦40

溶接姿勢

45゜

35゜

35゜

ｆ

θ=45°

GL L

R≦2

25以上

t1

t

0＜f≦3.0

(但し、t≧15mmの時、3.0mmを4.0mmとする)

溶接棒角度θは30゜～40゜とする。

●9mm～16mmは1パス以上，19mm以上は2パス以上とする。

●フレアー溶接長は，鋼板に接する全長とする。

K形の場合

溶接姿勢

溶接姿勢

t

F.V

16＜t≦40

t

F.V

6＜t≦40

R≦2

t≦t1

t/4≦ f ≦10

t/4≦ f ≦10

G=0~2

f

f

R≦2
2/3ｔ

1/3ｔ

t

θ=45゜

θ=60゜

●AAG

●AAG

θ

G

f

t

L

R≦2
t1

25以上

φ

4.5

S

13

16

19

22

25

10

11

12

5

6

7

8

47

8

9

9

B

寸法(mm)

●但し片面溶接の場合はS=tとする

●ｔはｔ1，ｔ2の小なる方とする

余盛は(1+0.1S)mm以下とする

●軸力が加わる場合のSは母材と同厚とすることが

ましい

大梁が斜めの場合は溶接と添板の内

側板に注意のこと

2 ※t＞16mmの場合の溶接は、   ～   とする。3 5

※ 2

※2

●柱が途中で折れる場合及梁成が異なる場合

t θ

フランジが柱のＲに

接しないこと

4

内ダイヤフラム

t＞柱フランジのプレート厚

θ＝75゜～105゜

内ダイヤ　フラム

15
0以

下

80以下

●BOX型 （通しダイヤフラムの場合）

4

スカーラップ部分は

回し溶接する

4

内ダイヤフラム
4

1
00

以
上

Ａ－Ａ 断面図

1※

7 ※ 7

1 ※

25以上かつ

※

当たらぬこと。

エンドタブが交互に

●鋼材種別による溶接条件

ｔ

7 ※はりフランジは、通しダイヤ

フラムの厚み(t)の内部で溶接する事。

7

25
以

上

平面詳細

ガス抜き

φ=20

25以上
Ａ　 Ａ　断面

4

7

柱の角のＲに接しないこと

内ダイヤフラムの場合は

〈柱材料：BCR295、BCP325を使用する場合〉

ダイヤフラムは、柱フランジ厚　16mm未満の場合 SN490C SN490B

柱フランジ厚　16mm以上の場合 SN490C を使用する。

ダイヤフラム厚は、接する梁の最大厚の2サイズアップ以上とする。

溶接材料と入熱量・パス間温度

パス温度差（℃）入熱(KJ/cm)

JIS Z 3312

YGW-11、15

YGA-50W、50P

YGW-18、19

JIS Z 3315

溶接材料

400N/mm2 級鋼

鋼材の種類

JIS Z 3312

YGW-11、15

YGA-50W、50P

YGW-18、19

JIS Z 3315

490N/mm2 級鋼

40以下

40以下

40以下

40以下

30以下

350以下

250以下

350以下

350以下

350以下

●　　，　，　型　

4

1 ※

4

※1

※1

1

7

4

4

※ 1

1※

1 ※

※1

7

※ 1

4

1※

4

※1 1 ※

4

回し溶接する

スカーラップ部分は
●B.H方式

1 ※

4
4

※ 1

1 ※

44

Ａ－ Ａ 断面図

1 ※

1※

※※

1 532※t＞16mmの場合の溶接は、   又は　 ～   とする。

※※ 印は設計者が記入すること。

※1

1※

※1

※※

A A 断面

4

4

4

1※

4

4

※1

1 ※t＞16mmの場合の溶接は、   ～   とする。3 5

平面詳細

注) STKR BCR BCP材は JISZ3312 のみ使用可

「新構造設計特記仕様その1  6.鉄骨工事(2) □認定または登録工場」の

グレート別に定められた適用範囲と溶接条件制限事項による。

鉄 骨 構 造 標 準 図 （ １ ）

3
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1 Ｎ－径

３．継手規準図，その他

リストによる

PL-(1)符　号 部　　　材

梁との溶接およびコネクター

ボルト穴径・最小縁端距離

高
力
ボ
ル
ト

ア
ン
カー

ボ
ル
ト
・
ボ
ル
ト

(

 )

内
は
ボ
ル
ト
を
示
す

40 40 60

最　小 標　準

18

(mm)

45 60 7026

40 55 6024

40 50 6022

M16

M24

M22

M20

M16

M24

M22

M20

M27

M30

M30を超える

21(16.5)

25(20.5)

27(22.5)

29(24.5)

32

35

呼び径+5

(40)

(40)

(40)

(45)

(40)

(50)

(55)

(60)

(60)

(60)

(60)

(70)

9d/5 4d/3

ボルト

穴　径
呼び径ｄ

40

60

55

50

（1） (2)(3)の標準

28

44

38

34

28

44

38

34

49

54

22

30

28

26

22

28

26

40

36

32

（3）（2）

最　小　縁　端　距　離　(e) ピ　ッ　チ (P)

1〔　〕注

2

3

（　）引張材の接合部で応力方向にボルトが３本以上並ばない場合の応力方向の縁端距離

（　）せん断縁・手動ガス切断縁の場合の縁端距離

（　）圧延縁・自動ガス切断縁・のこ引き縁・機械仕上縁の場合の縁端距離

Ｎ－径部　　　材タイプ符　　号 PL-(1) PL-(2)

リストによる

10 e e

e
p

e

1

PL-(1)

N

10
e e e e

e
p

p
e

1

1

PL-(2)

PL-(1)

N(片側)

〈TYPE-2〉〈TYPE-1〉

ウエブ

PL-(1) PL-(2) PL-(3)

フランジ

部　　　材符　　号

Ｎ１－径 Ｎ２－径

リストによる

(SCSS-H97による)

e p e e p e

e
p

p
e

e e e e

PL-(3)

PL-(1)

PL-(2)

PL-(1)

PL-(2)

N2(片側)

N1(片側)
10

10
PL-(1)

PL-(2)

PL-(3)

注）端部をBHとする場合の部材は設計図による

リブプレート

ハンチ起点は避けた方がよい

ハンチ勾配は普通１:４程度であるが構造図による

Wt1 Wt2

1Ft

1Ft

Ft 2

2Ft

r＞8以上

フランジ及ウエブ厚の差のある場合

r:半径　t:板厚

≧１mm フィラプレート併用のこと
1Wt -Wt 2

Ft -Ft1 2

e

e e

p p4
5

pp
e e e

L 1010 10ee e

p p
pp 4
5

ee

e

(90)70 70(90)4040

N1 N1 N1

外
PL

-(
1
)内

PL
-(

2)

外
PL

-(
1
)内

PL
-(

2)

外
PL

-(
1
)内

PL
-(

2)

LL

150 140

PL-(3)

PL-(1)

PL-(3)
PL-(2) PL-(2)

PL-(1)

ウエブ

1

4

1

35以上
35以上

4
4

Ｂタイプ Ｃタイプ

4

Ａタイプ

Ａタイプ使用は
柱D=250mm以下とする

150

175

200

250

300

350

400

B1 B2

100

110

140

170

60

70

80

符　号 部　　　材

フランジ

PL-(1) PL-(2) PL-(3)Ｎ１－径 Ｎ２－径

注）現場溶接は原則として超音波探傷試験を100％を行う

B2 B2 B2 B2 B2 B2

B1 B1 B1

B1=350(400)B1≦250 B1=300

(JIS規格品とする…JIS A 5540…2008 / 5541…2008)

N2

ee

pp

ee L 10L 1
0

ee

pp

ee

e e e p p e

B≦150 B≦300

N2 PL
-(
1
)

PL
-
(2

)
PL
-
(1

)
P
L-

(
3)

P
L-

(
3)

エレクションピース

6 6 6 9 9 9 9

28 28 28 34 34 38 38

4040 55 5045 50 50

23.521.517.0 17.0 17.0 21.5 21.5

100 115 125 140 150 165 175

10.83 12.66 14.56 16.33 18.33 20.33 22.00

10.59 12.41 14.41 16.07 18.07 20.07 21.69

M12 M14 M16 M18 M20 M22 M24

25.0 25.0 25.0 32.5 32.5 37.5 37.5

6 6 6 9 9 9 9

52 52 59 66 66 73 70

40 50 55 60 75 85 85

M12 M16 M20 M22M16 M20 M20

切板製

平鋼製

軸径d1
最　大

最　小

はしあき(最小)

へりあき
(最小)

板　厚

取付ボルト穴径
許容差+0, -0.5mm

調整ねじの長さ

ボルト端から取付ボルト
穴心のあき(最小)

溶接長さ(最小)

取付ボルト
(2)

へりあき
(最小)

板　厚

R

S

e1

e2

t

e3

w

(1)

(2)

(1)

種　類
ねじの呼び

ねじの呼び(d)

1 1 1 1 1 1本　数

種　類 JIS B 1186　2種高力ボルト(F10T)　(3)

2

(a)羽子板ボルト

注) (1)e1,e2 が確保されていれば形状は自由でよい

(2)羽子板とガセットプレートの場合は表に示す取付ボルトを使用し，一面せん断（支圧）接合とする

(3)溶融亜鉛めっき製品では、JIS B 1186 に規定する 1種 F8TA に準じるものを使用する。

(b)形鋼ブレース

1 2d R e

1ee1
S

1 2d RR e

1e

S

羽子板ボルト

t

e 3

8

t

3e P
8

e 1

d

d

長さ

長さ

1

N

≒
@6
00

1
5

FB-65x9 中ボルトM16

1 PL-6

PL-(1)

30゜

形鋼ブレース

(床剛性を考慮する合成床，合成梁のときは構造図参照)

16φ=@200
アークスポット溶接

水平ブレース

e:長手方向で50mm以上、幅方向で30mm以上とする

且つ、各メーカーの仕様による。

受梁へのかかり寸法および端部処理

既製品面戸（鉄板） 折曲加工

e e

あて板（鉄板） あて板（非金属）

50-400

e e

e
1

梁上通しの場合

e

梁上切断の場合

e e

1

補足受材

50

6

スラブ端部の補足材

Ｌ形鋼

e

1

1

50-200

50-200

PL-1.6

50-400
1

PL-50x6

PL-50x6

3050

50-400
1

PL-1.6

50-400
1

300以下 600以下

50-400
1

PL-3.2

L-50x50x6@≦600

(１)高力ボルト、ボルト、アンカーボルトのピッチ(Ｐ)

(２)ピン接合梁継手リスト

(３)梁鋼接合継手リスト

(４)ハンチ部の継手

(６)ターンバックルブレース

(５)柱継手リスト

(７)デッキプレート

(８)柱脚 注)許容応力度計算を行わなかった場合の構造形式
※ 構造用アンカーボルトは原則として JIS B 1220, JIS B 1221を使用する。

根
巻

き
部

分
の

高
さ

(≧
柱

幅
x
2.

5)

柱幅(DとHのいずれかの大きな方)

H

D
帯

筋
(令

77
条

を
準

用
)

表に定める定着長さ)

立上り主筋
(4本以上、頂部の折曲げ等の措置

アンカーボルト断面積の
総和≧柱断面積x0.2

縁端距離(ボルト孔の
径に応じ、表に示す
数値以上)

アンカーボルトが柱の
中心に対し均等に配置

ア
ン

カ
ー

ボ
ル

ト
孔

径
≦

d
+5
m
m

座金

露出形式柱脚 根巻き形式柱脚 埋込み形式柱脚

基礎梁主筋

基礎梁主筋

基礎梁主筋U字形補強筋

U字形補強筋

コンクリートのかぶり厚さ
(柱幅以上)

柱
の

埋
込

み
部

の
深

さ
(＞

柱
幅

x2
.
0)

ベ
ー

ス
プ

レ
ー

ト
厚

≧
1
.3
d

アンカー
ボルト径(d)

二重ナット等
の戻り止め

アンカーボルト(定着長さ≧20d
かぎ状に折曲げる等の措置)

スタッド材

スタッド材の標準形状・寸法

(JIS B 1198-2011)

形状

(９)頭付きスタッド

2513 8 □80 □100 □120 □

16 29 8 □80 □100 □120 □

19 32 10 □80 □100 □120 □150 □

22 35 10 □80 □100 □120 □150 □

□120 □150 □170 □25 41 12

軸径d 頭径D 頭高さT

(mm) (mm)
呼び名

φ13mm

φ16mm

φ19mm

φ22mm

φ25mm

溶接後の長さL(mm)

T

D

L

d

（１０）梁貫通補強 (必ず監理者に報告の事)

●計算で確認された場合は下記の位置，寸法及び補強方法によらなくて良い。

●梁端部（内スパンの　0/10以内かつ2D以内）は避ける

●φ≦0.4D

●φ'は補強板の穴径を示す

スリーブ径

φ≦0.15D

φ≦D/4

φ≦D/3

φ≦0.4D

補強板

補強板不要

Web板厚以上(片面)

Web板厚x1.2倍以上(片面)

Web板厚以上(両面)

1

D

2φ

1 φ1

リブプレート補強

φ
'

2
φ

'

φ
'

1

1

パイプとプレート補強(片面)プレート補強(片面又は両面)

φ

10 10

1

1

D

パイプ補強(小径の場合)

10 10

φ

1

φ1 φ2

(φ1+φ2)x3.2以上

貫通孔の間隔

鉄 骨 構 造 標 準 図 （ ２ ）

管理建築士　一級建築士（大臣）第335100号　山本　裕一
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当技

術
者
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者
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者
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(仮称 )上下水道庁舎建設工事

明石市都市局住宅･建築室営繕課

担

当

担
当
課
長

課

長

　特記事項 係

長

工事名称

図面名称 縮尺

製作年月日

上下水道庁舎

当初・変更・完成

図番
2025年 8月平

尾
出
口

一級建築士事務所 広島県知事登録 25(1)第3396号

S-07
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長畑秀男建築構造事務所 一級建築士登録第196563号　長畑 秀男

鉄骨構造標準図(2)



　　　所定の位置に配置し、2組目以降はそれぞれ50㎜ピッチで配筋する。孔際あばら筋と一般部あばら筋の間隔は、

　　　設計ピッチ以下とする。

８．ダイヤレンＮＳ標準製品寸法表

サイズ
A C D E

Ⅰ 6 205 115 127 45

205 115 45

205

Ⅱ

Ⅲ

Ⅳ

Ⅴ

8

10

13

16

210

230

95

80

100

127

155

183

183

55

65

65

289

289

289

296

325

(対応径)
形状 Ho

① 204

①

重量

(kgf/枚)

②

②

③

205

206

211

227

0.55

0.85

1.14

2.01

3.46

45

45

F

45

48

55

Ⅰ

Ⅱ

Ⅲ

Ⅳ

Ⅴ

6

8

10

13

16

230

230

235

240

240

140

140

125

110

110

127

127

155

183

183

45

45

55

65

65

325

325

332

339

339

①

①

②

②

③

222

223

227

232

234

0.60

0.94

1.27

2.26

3.57

45

45

48

50

50

Ⅰ

Ⅱ

Ⅲ

Ⅳ

Ⅴ

6

8

10

13

16

255

255

260

260

265

165

165

150

130

135

127

127

155

183

183

45

45

55

65

65

360

360

367

367

374

①

①

②

②

③

239

240

245

246

251

0.66

1.03

1.38

2.41

3.88

45

45

47

47

50

Ⅰ

Ⅱ

Ⅲ

Ⅳ

Ⅴ

6

8

10

13

16

280

280

285

285

290

190

190

175

155

160

127

127

155

183

183

45

45

55

65

65

395

395

403

403

410

①

①

②

②

③

257

258

263

264

269

0.71

1.12

1.50

2.61

4.19

45

45

47

47

50

Ⅰ

Ⅱ

Ⅲ

Ⅳ

Ⅴ

6

8

10

13

16

305

305

310

310

320

215

215

200

180

190

127

127

155

183

183

45

45

55

65

65

431

431

438

438

452

①

①

②

②

③

275

276

280

282

290

0.77

1.20

1.61

2.81

4.57

45

45

47

47

50

50

50

45

45

45

5.31

3.29

1.83

1.40

0.89

326

324

316

315

314

②

②

②

①

①

523

523

509

509

509

80

65

55

45

45

226

183

155

127

127

210

240

250

270

270

370

370

360

360

360

16

13

10

8

6

Ⅴ

Ⅳ

Ⅲ

Ⅱ

Ⅰ

50

50

45

45

45

5.93

3.69

2.05

1.57

1.01

361

359

351

350

349

②

②

②

①

①

593

593

579

579

579

80

65

55

45

45

226

183

155

127

127

260

290

300

320

320

420

420

410

410

410

16

13

10

8

6

Ⅴ

Ⅳ

Ⅲ

Ⅱ

Ⅰ

50

50

45

45

45

6.55

4.09

2.28

1.75

1.12

396

395

386

385

384

②

②

②

①

①

664

664

650

650

650

80

65

55

45

45

226

183

155

127

127

310

340

350

370

370

470

470

460

460

460

16

13

10

8

6

Ⅴ

Ⅳ

Ⅲ

Ⅱ

Ⅰ

60

60

50

45

60

60

50

45

60

60

50

45

60

60

50

45

55

55

50

45

55

55

50

45

55

55

50

45

55

55

50

45

45

45

11.94

7.35

4.11

18.11

11.32

6.95

3.89

17.17

10.69

6.55

3.67

16.24

10.07

6.16

3.44

14.92

9.18

5.68

3.17

13.98

8.56

5.28

2.95

13.04

7.94

4.88

2.73

2.10

12.11

7.31

4.48

2.50

1.92

780

700

685

676

745

665

649

641

710

630

614

605

674

594

579

570

625

545

536

528

589

509

501

492

554

474

466

457

456

519

439

430

422

421

④

②

②

②

④

②

②

②

④

②

②

②

④

②

②

②

④

②

②

②

④

②

②

②

④

②

②

②

①

④

②

②

②

①

750φ

700φ

650φ

600φ

550φ

500φ

450φ

400φ

(H≦730)

(H≦680)

(H≦630)

(H≦570)

(H≦520)

(H≦470)

(H≦420)

1432

1272

1244

1230

1362

1202

1173

1159

1291

1131

1103

1088

1220

1060

1032

980

820

806

791

791

909

749

735

721

721

1018

1121

961

947

933

1050

890

876

862

80

65

55

80

80

65

55

80

80

65

55

80

80

65

55

80

80

65

55

80

80

65

55

80

80

65

55

80

45

80

65

55

80

45

292

226

183

155

292

226

183

155

292

226

183

155

292

226

183

155

292

226

183

155

292

226

183

155

292

226

183

155

127

292

226

183

155

127

806

740

750

760

756

690

700

710

706

640

650

660

656

590

600

610

586

520

540

550

536

470

490

500

486

420

440

450

470

436

370

390

400

420

900

900

880

870

850

850

830

820

800

800

780

770

750

750

730

720

680

680

670

660

630

630

620

610

580

580

570

560

560

530

530

520

510

510

16

13

10

16

16

13

10

16

16

13

10

16

16

13

10

16

16

13

10

16

16

13

10

16

8

16

13

10

8

16

Ⅳ-3R

Ⅲ

Ⅱ

Ⅳ-3R

Ⅳ

Ⅲ

Ⅱ

Ⅳ-3R

Ⅳ

Ⅲ

Ⅱ

Ⅳ-3R

Ⅳ

Ⅲ

Ⅱ

Ⅳ-3R

Ⅳ

Ⅲ

Ⅱ

Ⅳ-3R

Ⅳ

Ⅲ

Ⅱ

Ⅳ-3R

Ⅳ

Ⅲ

Ⅱ

Ⅰ

Ⅳ-3R

Ⅳ

Ⅲ

Ⅱ

Ⅰ

16

13

10

16

Ⅴ-3R

Ⅴ-3R

Ⅴ-3R

Ⅴ-3R

Ⅴ-3R

Ⅴ-3R

Ⅴ-3R

Ⅴ-3R

16

16

16

16

16

16

16

16

230 65154 237 455 57 ⑤ 6.14 292

237 65 ⑤

237 65 ⑤

237 65 ⑤

237 65 ⑤

240 164 469 49 6.31 299

189 504 49 6.78 316

290 214 540 49 7.25 334

320 244 582 52 7.82 355

370 276 292 80 683 50 ④ 9.11 406

④

④

420 326 292 80 753 50 10.04 441

470 376 292 80 824 50 10.98 476

265

スリーブ径

Ⅳ(H≦750)

19.05

B

寸　　法

（特記外単位：mm）

型

　厚さを40mmとした場合の開口外径

※表中Hoは、かぶり厚さ40mm、あばら筋16mmとした場合の梁上下端から

　開口芯までの距離

※寸法は、鉄筋の芯－芯間とする

※対応径は、スリーブ面とダイヤレンＮＳ内リング筋の内側面までのかぶり

ダイヤレンＮＳ設計・施工標準仕様書 コーリョー建販株式会社梁貫通孔補強材 BCJ評定-RC0124-08，BCJ評定-SS0056-01

１．一般事項

Ho

E

D

E'

（かぶり厚さ40mm、あばら筋径を16mmと仮定した数値）

開口芯までの距離（Ho）を左表に示す。

Ⅴ-3R　⇒　Ⅴ（型式）-3R（リング形状※）

Ho＝かぶり厚さ＋あばら筋径＋E'

E'＝E/2＋鉄筋径/2

ダイヤレンＮＳを使用した場合の梁上下端から

【型式の表記について】

【へりあきの最小寸法】

【ダイヤレンＮＳ　標準形状】

※リング形状は「2R（2重リング）」と「3R（3重リング）」

⑤3箇所溶接型

④1箇所溶接型

　(3重リング)

　(3重リング)

①一筆型

　(2重リング)

　(2重リング)

②1箇所溶接型

③2箇所溶接型

　(2重リング)

かぶり厚さ＋あばら筋径

　（上記の形状①～⑤）があり、3Rの表記以外は2Rとする。

Ｄ

Ｆ

Ｅ

Ｅ

Ｂ

Ｃ

Ａ

Ｄ

Ｆ

Ｅ

Ｅ

Ｂ

Ｃ

Ａ

Ｄ

Ｆ

Ｅ

Ｅ

Ｂ

Ｃ

Ａ

Ｃ

Ｂ

Ｄ

Ｄ

Ｆ

Ａ

Ｅ

Ｅ

Ｃ

Ｂ

Ｄ

Ｄ

Ｆ

Ａ

Ｅ

Ｅ

300≦H 　　

150≦H＜300

　　 H＜150

一般部あばら筋比（p ）

1％未満

1組

2組

3組 3組

3組

2組

1％以上
開口径

w

H5050 50 50 Ｐ'Ｐ'ＰＰ Ｐ

ダイヤレンＮＳ

孔際あばら筋

Ｃ２Ｃ１

Ｃ１２ Ｃ１１

※ ※

開口部あばら筋

開口部

一般部あばら筋

Ｃ範囲＝Ｃ１＋Ｃ２

　又は、Ｃ１１＋Ｃ１２

Ｐ

45°

Ｐ'≦Ｐ

Ｐ：設計ピッチ

【 1 組 】 【 3 組 】【 2 組 】

コ型鉄筋

sec.Ａ-Ａ
ダイヤレンＮＳ

Ａ
ダイヤレンＮＳ

コ型鉄筋Ａ

７．施工における注意事項

可可○ ○ ×

６．施工要領例

５．開口部上下補強要領（350φ以上の場合）

50 ※ 5050 ※ 50 ※
ダイヤレンＮＳ

孔際あばら筋 孔際あばら筋

50

50

※必要なかぶり厚さを確保した位置とし、標準は50mmとする。

※

※

H≧350φ

（水平補強筋の長さ）

孔際あばら筋

ダイヤレンＮＳ

水平補強筋

水平補強筋
ダイヤレンＮＳ

開口部上下補強筋

腹筋

水平補強筋（あばら筋の

径より一段上の径以上）

＋

キャップタイ

Ｕ型補強筋

2.5H以上

450mm以上

不可

（１）本仕様書は、ダイヤレンＮＳの標準仕様を定めるものであり、各設計における特記仕様は、本仕様書に優先して適用する。

　　　関連する諸指針や諸規準、ダイヤレンＮＳ技術マニュアルによる。

（２）本設計仕様に記載のない事項については、建築基準法・同施行令、（一財）日本建築センター及び（一社）日本建築学会の

２．使用材料・貫通孔の適用範囲

ダイヤレンＮＳ

評定番号 ［RC0124-08］ ［SS0056-01］

コンクリート

梁せい（D） D≧750mm -

開口形状 円形または多角形とする（多角形の場合はその外接円を開口とみなす）

H≦750mm　かつ　H≦D/3 H＜350mm　かつ　H≦D/5開口径(外径)（H）

対象とする部材 ＲＣ造及びＳＲＣ造の梁

鉄筋

ダイヤレンＮＳ：KSS785-K（MSRB-0004）、MK785（MSRB-0067）

柱際から開口中心までの

距離（L'）

隣接する開口の水平及び

L'≧D

上下に複数開口を設ける場合はL'≧1.5D

L'＜D　かつ　L'≧1.5H　かつ

隣接する開口径の平均値の3倍以上

HC1,HC2≧D/4
へりあき（HC1,HC2）

鉛直方向中心間距離（L）

ΣH≦D/3.75ΣH≦D/3
場合の合計径（ΣH）

上下に複数開口を設ける

【RC0124-08】

D

H
4

H
3

D

1.5H

L'

L

ダイヤレンＮＳ[RC0124-08]評定に依るD

柱 柱

D
/
4

D/
4

H
1

H
C
2

H
C
1

D
/
4

D/
4

H
2

L

d

基礎梁

D
柱 柱

梁

L'≧D
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L'≧1.5D
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H4(大きい開口径)の範囲内に

H3(小さい開口径)を配置

H4(大きい開口径)の範囲内に

H3(小さい開口径)を配置

L

H3
H
4

ダイヤレンＮＳを用いた基礎梁端部小開口補強

E/2＋d /2

（１）各評定の適用範囲

（１）開口部に配筋されるあばら筋の組数は、開口が無いとした場合に

　　　配置されるあばら筋組数以上とする。

【開口に対して片側に配置する孔際あばら筋の標準組数】

（３）孔際あばら筋の組数は、下表の標準組数以上とする。

４．開口部あばら筋の配筋要領

　　　ただし、水平力による応力を負担しない梁（小梁等）の場合は梁せいの1/2は考慮しなくともよい。

（２）開口部上下補強筋は、一般部あばら筋と同径以上かつ同鋼種とし、一般部あばら筋のピッチ以下となるように配筋する。

　　　（丸鋼及びインデントは不可）

（３）形状にはコ型・Ｕ型・Π型等があり、コ型補強筋の梁主筋側の重ね長さは「梁幅-2×かぶり厚さ」または35d以上とし、

　　　25d（dは鉄筋の呼び径）以下の場合は、Ｕ型またはΠ型の形状で補強を行う。

　　　水平補強筋側（梁内側）の重ね長さは12d以上とする。ただし、梁幅が400mm未満もしくはコ型補強筋の梁主筋側重ね長さが

（４）水平補強筋は、一般部あばら筋より1段上の径以上とし（SD295A程度）、開口径の2.5倍以上の長さとする。

（１）開口の左右に配筋する1組目の孔際あばら筋の間隔が梁せいの1/2以上または450mm以上（開口径で350mm以上）になる場合は、

　　　開口部上下補強筋と水平補強筋により主筋を拘束するための補強を行う。

　　　する。［SS0056-01］

（２）孔際あばら筋は、一般部あばら筋と同径以上かつ同鋼種と

（１）型枠上に開口の位置と開口径等を墨出しする。

（２）補強設計上必要な孔際あばら筋と一般部あばら筋を配筋する。孔際あばら筋は、1組目は必要なかぶり厚さを確保した

（３）孔際あばら筋を配筋するのが困難な場合は、束ね配筋にすることができる。

　　　（束ね配筋は、2組までは束ねることができるが、3組以上は束ねてはならない。）

（４）ダイヤレンＮＳを左右の孔際あばら筋の間から挿入し、孔際あばら筋等に4か所以上結束する。

（５）スリーブをダイヤレンＮＳのスリーブ受け筋にセットし、針金等で固定する。

（６）開口部周囲のそれぞれの鉄筋のかぶり厚さが適正に確保されていることを確認する。

（１）ダイヤレンＮＳはあばら筋に対して斜め45度の傾きをもって必要な耐力が期待できるため、下図の「可」の向きに

　　　なるように施工すること。

（２）補強設計によって中子筋が無い梁に対して3枚以上の

　　　ダイヤレンＮＳが必要になった場合は、右図のように

　　　コ型鉄筋等を開口の左右にそれぞれ1本以上配筋し、

　　　この鉄筋にダイヤレンＮＳを結束して固定する。

【SS0056-01】

【開口上下部分の補強要領（Ｕ型補強筋で補強する場合の例）】

孔際あばら筋

一般部あばら筋柱際の一般部あばら筋

　　なお、以下の基礎梁は対象外とする。

　　　・鉄骨造及び混構造で鉄骨柱が露出柱脚の場合の基礎梁

　　　・小規模木造の基礎梁（木造住宅等の布基礎及びべた基礎等）

　　　・端部にＲＣ造の柱梁接合部が無く、独立基礎又は杭基礎の基礎フーチングのみを有する基礎梁

（２）柱際には、孔際あばら筋の他、少なくとも１組の

（１）ダイヤレンＮＳの使用枚数は、開口１箇所当たり２枚以上

　　　とする。

　　　一般部あばら筋（第一あばら筋）を配筋する。［SS0056-01］

３．仕様規定

【対象外とする基礎梁の例】

基礎

フーチング

× ×

ＲＣ梁 ＲＣ基礎(布基礎,べた基礎)

ＲＣ梁

木造
鉄骨柱(露出柱脚)

×
×

不可

　※有効な柱梁接合部に接続する基礎梁とは、梁端部にＲＣ造の柱梁接合部を有する基礎梁をいう。

　　また、ＷＲＣ造の場合も、壁柱と基礎梁の接合部を有効な柱梁接合部とみなすことができる。

(H≦115)

100φ

125φ

(H≦141)

150φ

(H≦166)

175φ

(H≦191)

200φ

(H≦216)

250φ

(H≦270)

300φ

(H≦320)

350φ

(H≦370)

有効な柱梁接合部に接続する基礎梁 ※

非降伏のＲＣ造の基礎梁かつ、

2024.9.30作成

ダイヤレンＮＳ ダイヤレンＮＳ

※かぶり厚さ：40mm以上

Fc＝21N/mm2～100N/mm2

主筋　　　　：基準強度295～490N/mm2のJIS鉄筋、490を超え685N/mm2以下の大臣認定品

あばら筋　　：基準強度295～490N/mm2のJIS鉄筋、490を超え1275N/mm2以下の大臣認定品

L'≧E/2+dd/2

HC1,HC2≧(E-H)/2+dd/2+dw+tc
HC1,HC2≧(E-H)/2+dd/2+dw+tc かつ

dd：ダイヤレンＮＳの鉄筋の呼び径

dw：あばら筋の呼び径

tc：コンクリートのかぶり厚さ(40mm以上)

E ：ダイヤレンＮＳのE寸法

柱
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一般財団法人 日本建築センター 鋼構造評定委員会評定 BCJ評定－ST0282-02（2022年12月16日）

※（　）はミルメーカーと加工工場を示す。国土交通大臣認定番号（アンカー用ボルトセット)ISベース柱脚工法設計・施工標準図
M24～M48（朝日工業・アイエスケー中島工場) M24～M48（朝日工業・アイエスケー前橋工場)

φ165.2～φ914.4M30～M48（JFE条鋼・アイエスケー中島工場) M30～M48（JFEスチール・アイエスケー前橋工場)

M52～M76（JFE条鋼・アイエスケー前橋工場)
2023年11月作成

1.構造概要 3.アンカー用ボルトセット
3-1.アンカーボルト 3-2.ナット 3-4.定着板

円形鋼管 円形鋼管

33 材料：　大臣認定材料（ISB740C,ISB740E,ISB800B） 種類：　1種六角ナット　JIS B 1181 材質：　一般構造用圧延鋼材  SS400（M48以下）44

22 99 強度区分：　JIS B 1052   8（M48以下） 溶接構造用圧延鋼材　SM490A（M52以上）（mm） （mm）
L 強度区分：　JIS B 1052  10（M52以上） 呼び径 m s e 呼び径 品番 Ba ta d

Ls Ls
M24 19 36 41.6 M24 P1 50 9 26

1 M30 24 46 53.1 M30 P2 65 12 32Ba ta

d
b

1
M36 29 55 63.5 M36 P3 75 16 38

5
M42 34 65 75.0 M42 P4 85 19 44

56

M48 38 75 86.5 M48 P5 95 22 506
（mm）

e dM52 42 80 92.4 M52 P6 115 25 54

B
a

7 7
db M56 45 85 98.1 M56 P7 120 25 58品番 呼び径 ピッチ L Ls

8 8 ISB740C ISB740E ISB800B M60 48 90 104.0 M60 P8 130 28 62

A1 M24 3.0 22.0 - - 595 100 M64 51 95 110.0 M64 P9 135 32 66s m
A21 M30 3.5 28.0 - 605 115 M68 54 100 115.0 M68 PA 140 32 70

捨てコンクリート（100mm以上） A31 675 M72 58 105 121.0 M72 PB 150 36 74
M36 4.0 33.15 33.0 - 130

A32 725 M76 61 110 127.0 M76 PC 155 36 78

A41 745

A42 845
M42 4.5 38.92 38.8 - 145

A43 945 （mm） （mm）

A44 1045 呼び径 品番 d1 d2 tw 呼び径 S di mi ti
3-3.丸座金 3-5.六角リングA51 965 M24 C1 52 25 9 M24 36 22.5 5 1.6

A52 M48 5.0 45.0 - 1015 160 M30 C2 58 31 12 M30 46 28.9 7 2.0材質：　一般構造用圧延鋼材  SS400 材質：　JIS G3131 SPHC
A53 1115 M36 C3 68 37 16 M36 55 33.6 8 2.0

4本ボルトタイプ 8本ボルトタイプ
A61 M52 5.0 - 49.0 1100 185 M42 C4 78 43 19 M42 65 39.2 9 2.3tw
A71 M56 5.5 - 52.0 1165 195 s miM48 C5 90 50 19 M48 75 45.7 10 2.31 2アンカーボルト ベースプレート
A81 M60 5.5 - 56.0 1230 205 M52 C6 100 54 25 M52 80 49.9 11 2.8

3 A91 M64 6.0 - 60.0 1295 215一種ナット（シングルナット） … 土間コンクリート等で被覆する場合は、シングルナットを標準仕様とする。 M56 C7 108 58 28 M56 85 52.6 12 2.8
tiAA1 M68 6.0 - 64.0 1360 225 M60 C8 114 62 32 M60 90 56.6 12 3.2被覆されない場合は、ダブルナット又は六角リングにて緩み止めを行う。 d

i

d
1

d
2

AB1 M72 6.0 - 67.8 1425 235 M64 C9 120 66 36 M64 95 60.3 13 3.2
4 丸座金 AC1 M76 6.0 - 71.8 1490 245 M68 CA 128 70 36 M68 100 64.3 14 3.2
5 六角リング M72 CB 134 74 36 M72 105 68.2 14 3.6

6 M76 CC 140 78 36 M76 110 72.2 15 3.6定着板

2.ベースプレート 4.コンクリート柱形 5.施工
※ ( )は、元請施工範囲を示す。4-1.使用材料 コンクリート：　Fc=21N/mm　 以上（鋼管サイズφ558.8以下）2-1.材質 JIS G 3136 SN490B（t=40mm以下の場合のみ使用）

6.[コンクリート打設前検査]は、契約内容による。
建築構造用認定鋼板　TMCP325B（板厚の制限なしで使用）

中心Vカット鉄筋：　JIS G 3112 SD295A（D16以下）

2-2.形状と寸法
1.施工打合せ

C1
2.（捨てコンクリートの打設）…捨てコン厚さは100mm以上とする。

C1 C2
3.（墨出し）…柱芯を明示する。4-2.形状・配筋

4.アンカーボルト据付・主筋頂部のフックは、設けないことを標準とする。

8-φdh孔 5.（配筋・型枠）4-φdh孔 ・トップフープは、シングルを標準とする。 ゲージプレート

ゲージプレートを外したり、上に物を置いたり、乗ったりしない。D D ・Lxは、使用する主筋呼径の10倍以上とする。
中心マーク 中心マーク ベースモルタル厚 アンカーボルト、セットフレーム等と鉄筋を拘束しない。

・主筋、帯筋の径・本数は、標準柱形の場合を示す。30mm～50mmL
u

アンカーボルトに熱を加えない。
※ベースプレートは ・柱形の幅（bc）を標準柱形より拡げた場合、検討が必要。

6.[コンクリート打設前検査]
"中心マーク"のある面が上面（鋼管取付面） 5

0
上面 上面 柱形を拡げる場合や、柱芯が偏心する場合は、弊社までご相談ください。 7.（コンクリート打設）"溶接突起"のある面が下面（底面）

t t

8.（鉄骨建方・アンカーボルトの本締）

下面 下面 4-3.基礎立上り部L
a

溶接肉盛り まんじゅう高さは（30～50mm）とする。

まんじゅうに使用する材料に規定はない。

H

まんじゅうの大きさは施工マニュアルを参照。

9.ベースモルタルの充てん…ISグラウト以外は使用不可。

10.ナットの緩み確認
アンカーボルト据付図基礎梁上面または

Lx
11.（充てん型枠脱型・廃棄）

H
s

フーチング上端

（
杭

基
礎
の

場
合

は
、

最
低
H寸

法
+杭

出
寸

法
と
す

る
。

）

4本ボルトタイプ 8本ボルトタイプ

2-3.柱材との溶接 6.施工管理
t鋼管外面

・ISベースの施工（アンカーボルトの据付及びベースモルタルの充てん）は、弊社が認定した施工者が行う。裏当て金 柱材とベースプレートの溶接は、完全溶け込み溶接とする。
t/4

b
c

・施工は、施工マニュアルに準じて行い、施工後「チェックシート」により許容範囲内にあることを確認する。
※溶接施工に関しては、

3
5
°

・材料は弊社にて支給する。支給品以外の材料を使用した場合、ISベースの性能を保証できない場合がある。｢日本建築学会；建築工事標準仕様書 JASS 6鉄骨工事｣ に準じる。7

・アンカー用ボルトセットは大臣認定材である。形状・寸法・材質の変更、切り欠き・溶接などの加工は認められない。
・柱形の配筋が標準の場合

※柱材のめっき仕様について 基礎立上り高さ（Hs）は、250mm以下とする。

bc柱材をめっきする場合は、弊社までご相談ください。
・立上り高さ（Hs）が250mmを超える場合は、

ベースプレート溶接例
検討が必要となるため、弊社までご相談ください。

MBLT-0116

MBLT-0144

MBLT-0164

MBLT-0180

MBLT-0181

適用柱材(F値=235N/mm2,325N/mm2） (大阪本社) TEL 06-6449-0881

FAX 06-6449-0877

(東京支店) TEL 03-3433-0844

FAX 03-3433-0847

2

2

(CP:円型鋼管用 保有耐力接合タイプ)

JIS G 3112 SD345（D19～D25）

JIS G 3112 SD390（D29以上）

Fc=24N/mm　 以上（鋼管サイズφ600以上）

7 セットフレーム

8 セットアンカー

9 モルタル（30～50mm）
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一般財団法人 日本建築センター 鋼構造評定委員会評定 BCJ評定－ST0282-02（2022年12月16日）

※（　）はミルメーカーと加工工場を示す。国土交通大臣認定番号（アンカー用ボルトセット)ISベース柱脚工法設計・施工標準図
M24～M48（朝日工業・アイエスケー中島工場) M24～M48（朝日工業・アイエスケー前橋工場)

φ165.2～φ914.4M30～M48（JFE条鋼・アイエスケー中島工場) M30～M48（JFEスチール・アイエスケー前橋工場)

M52～M76（JFE条鋼・アイエスケー前橋工場)
2023年11月作成

※柱材は、指定JIS規格品または
適用柱サイズ（mm） ベースプレート アンカーボルト

大臣認定品とする。

採用 柱脚記号 鋼管サイズ（mm）
柱材の基準強度（N/mm　）

D（mm） C1（mm） C2（mm） dh（mm） t（mm） Lu（mm） La（mm）本数-呼び径（品番）
235 325

φ36CP161 φ165.2 t ≦ 7.1 - 270 190 - 25 4-M24（A1) 125 410

φ42CP191 φ190.7 t ≦ 8.2 - 280 200 - 25 4-M30（A21) 135 400

φ50CP211 φ216.3 t ≦ 12.7 - 320 220 - 32 4-M36（A31) 155 440

φ50CP261 t ≦ 12.7 - 410 290 - 36 4-M36（A31) 155 440
φ267.4

φ58CP262 t ≦ 16 - 410 280 - 40 4-M42（A41) 175 480

φ58CP311 t ≦ 12.7 t ≦ 9 440 320 - 40 4-M42（A41) 175 480
φ318.5

φ50CP312 t ≦ 16 t ≦ 12.7 470 360 210 36 8-M36（A32) 155 490

φ50CP361 t ≦ 12.7 t ≦ 9 480 390 240 36 8-M36（A32) 155 490
φ355.6

φ58CP362 t ≦ 16 t ≦ 12.7 520 400 230 36 8-M42（A41) 175 480

φ50CP411 t ≦ 12 （t ≦ 12.7） t ≦ 9 （t ≦ 9) 530 440 290 40 8-M36（A32) 155 490
φ400

φ58CP412 t ≦ 16 （t ≦ 16) t ≦ 12 （t ≦ 12.7) 560 440 270 40 8-M42（A42) 175 580
（φ406.4）

φ66CP413 t ≦ 19 （t ≦ 19) - 580 460 270 45 8-M48（A51) 195 670

φ58CP461 t ≦ 12 （t ≦ 12.7) t ≦ 9 （t ≦ 9) 580 480 310 40 8-M42（A43) 175 680
φ450

φ58CP462 t ≦ 16 （t ≦ 16) t ≦ 12 （t ≦ 12.7) 640 490 320 45 8-M42（A43) 175 680
（φ457.2）

φ66CP463 t ≦ 19 （t ≦ 19) - 620 500 310 50 8-M48（A51) 195 670

φ58CP511 t ≦ 12 （t ≦ 12.7) t ≦ 9 （t ≦ 9) 610 510 340 45 8-M42（A43) 175 680
φ500

φ66CP512 t ≦ 16 （t ≦ 16) t ≦ 12 （t ≦12.7) 640 530 340 50 8-M48（A52) 195 720
（φ508）

φ66CP513 t ≦ 22 （t ≦ 22) t ≦ 16 （t ≦16) 770 590 400 60 8-M48（A52) 195 720

φ58CP561 t ≦ 12 （t ≦ 12.7) t ≦ 9 （t ≦ 9) 700 560 390 45 8-M42（A43) 175 680
φ550

φ66CP562 t ≦ 16 （t ≦ 16) t ≦ 12 （t ≦ 12.7) 730 570 380 50 8-M48（A53) 195 820
（φ558.8）

φ66CP563 t ≦ 22 （t ≦ 22) t ≦ 16 （t ≦ 16) 860 690 500 70 8-M48（A53) 195 820

φ58CP611 (t ≦ 11.1) (t ≦ 9) 710 600 430 45 8-M42（A43) 175 680

φ66CP612 t ≦ 16 （t ≦ 15.1) t ≦ 12 （t ≦ 12) 750 620 430 55 8-M48（A52) 195 720
φ600

φ74CP613 t ≦ 22 （t ≦ 19) t ≦ 16 （t ≦ 16) 800 650 410 60 8-M56（A71) 245 800
（φ609.6）

φ84CP614 t ≦ 28 （t ≦ 28) t ≦ 22 （t ≦ 22) 840 670 400 70 8-M64（A91) 265 900

φ92CP615 t ≦ 36 （t ≦ 36) t ≦ 28 （t ≦ 28) 890 700 400 80 8-M72（AB1) 285 1000

φ58CP661 t ≦ 9 （t ≦ 9.5) （t ≦ 8) 750 640 470 50 8-M42（A44) 175 780

t ≦ 12 （t ≦ 14) t ≦ 9 （t ≦ 11.1) φ66CP662 790 660 470 55 8-M48（A53) 195 820
φ650

t ≦ 19 （t ≦ 19) t ≦ 12 （t ≦ 15.1) φ74CP663 840 690 450 60 8-M56（A71) 245 800
（φ660.4）

t ≦ 25 （t ≦ 25) t ≦ 19 （t ≦ 19) φ84CP664 880 710 440 70 8-M64（A91) 265 900

t ≦ 32 （t ≦ 32) t ≦ 25 （t ≦ 25) φ92CP665 920 730 430 75 8-M72（AB1) 285 1000

t ≦ 12 （t ≦ 12.7) t ≦ 9 （t ≦ 9.5) φ66CP711 830 700 510 55 8-M48（A52) 195 720

t ≦ 16 （t ≦ 16) t ≦ 12 （t ≦ 12) φ70CP712 860 720 490 60 8-M52（A61) 235 750
φ700

t ≦ 19 （t ≦ 19) t ≦ 16 （t ≦ 16) φ80CP713 890 730 470 65 8-M60（A81) 255 850
（φ711.2）

t ≦ 28 （t ≦ 28) t ≦ 22 （t ≦ 19) φ88CP714 940 760 480 75 8-M68（AA1) 275 950

t ≦ 36 （t ≦ 32) t ≦ 25 （t ≦ 25) φ96CP715 980 780 470 80 8-M76（AC1) 295 1050

t ≦ 12 （t ≦ 12) t ≦ 9 （t ≦ 9) φ66CP761 860 730 540 55 8-M48（A52) 195 720

t ≦ 12 （t ≦ 14) t ≦ 9 （t ≦ 11.1) φ70CP762 890 750 520 60 8-M52（A61) 235 750
φ750

t ≦ 19 （t ≦ 19) t ≦ 12 （t ≦ 15.1) φ80CP763 940 780 520 65 8-M60（A81) 255 850
（φ762）

t ≦ 25 （t ≦ 25) t ≦ 19 （t ≦ 19) φ88CP764 970 790 510 75 8-M68（AA1) 275 950

t ≦ 32 （t ≦ 32) t ≦ 25 （t ≦ 22) φ96CP765 1010 810 500 80 8-M76（AC1) 295 1050

t ≦ 9 （t ≦ 11.1) t ≦ 9 （t ≦ 8) φ66CP811 900 770 580 55 8-M48（A53) 195 820

t ≦ 12 （t ≦ 12.7) t ≦ 9 （t ≦ 9.5) φ70CP812 930 790 560 60 8-M52（A61) 235 750
φ800

t ≦ 16 （t ≦ 16) t ≦ 12 （t ≦ 14) φ80CP813 970 810 550 65 8-M60（A81) 255 850
（φ812.8）

t ≦ 22 （t ≦ 22) t ≦ 19 （t ≦ 16) φ88CP814 1010 830 550 75 8-M68（AA1) 275 950

t ≦ 28 （t ≦ 28) t ≦ 22 （t ≦ 22) φ96CP815 1050 850 540 80 8-M76（AC1) 295 1050

t ≦ 9 （t ≦ 9.5) （t ≦ 8) φ66CP861 930 800 610 55 8-M48（A53) 195 820

t ≦ 12 （t ≦ 12.7) t ≦ 9 （t ≦ 9.5) φ70CP862 970 830 600 60 8-M52（A61) 235 750
φ850

t ≦ 16 （t ≦ 16) t ≦ 12 （t ≦ 12.7) φ80CP863 1010 850 590 65 8-M60（A81) 255 850
（φ863.6）

t ≦ 22 （t ≦ 22) t ≦ 16 （t ≦ 16) φ88CP864 1040 860 580 75 8-M68（AA1) 275 950

t ≦ 28 （t ≦ 28) t ≦ 22 （t ≦ 19) φ96CP865 1090 890 580 80 8-M76（AC1) 295 1050

t ≦ 12 （t ≦ 12) t ≦ 9 （t ≦ 9) φ70CP911 1000 860 630 60 8-M52（A61) 235 750

t ≦ 16 （t ≦ 16) t ≦ 12 （t ≦ 12) φ80CP912 φ900 1050 890 630 65 8-M60（A81) 255 850

t ≦ 19 （t ≦ 19) t ≦ 16 （t ≦ 16) φ88CP913 （φ914.4） 1080 900 620 75 8-M68（AA1) 275 950

t ≦ 25 （t ≦ 25) t ≦ 19 （t ≦ 19) φ96CP914 1120 920 610 80 8-M76（AC1) 295 1050

※ ( )付鋼管サイズの適用柱サイズは、（　）内厚みを使用する。
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MBLT-0116

MBLT-0144

MBLT-0164

MBLT-0180

MBLT-0181

適用柱材(F値=235N/mm2,325N/mm2） (大阪本社) TEL 06-6449-0881

FAX 06-6449-0877

(東京支店) TEL 03-3433-0844

FAX 03-3433-0847
(CP:円型鋼管用 保有耐力接合タイプ)

M1

最低H寸法（mm）コンクリート柱形 （標準）

※杭基礎の場合は

コンクリート強度 （最低H寸法+杭出寸法）主筋 帯筋帯筋 Lx（mm）
(N/mm  )

8-D19 D13@150 190 21以上 550以上

12-D19 D13@150 190 21以上 550以上

12-D19 D13@100 190 21以上 600以上

16-D19 D13@100 190 21以上 600以上

20-D19 D13@100 190 21以上 650以上

20-D19 D13@100 190 21以上 650以上

24-D22 D13@100 220 21以上 650以上

24-D22 D13@100 220 21以上 650以上

28-D22 D13@100 220 21以上 650以上

24-D25 D13@100 250 21以上 650以上

24-D25 D13@100 250 21以上 750以上

24-D25 D13@100 250 21以上 850以上

20-D22 D13@100 220 21以上 850以上

20-D25 D13@100 250 21以上 850以上

24-D25 D13@100 250 21以上 850以上

20-D25 D13@100 250 21以上 850以上

24-D25 D13@100 250 21以上 900以上

28-D25 D13@100 250 21以上 900以上

24-D25 D13@100 250 21以上 850以上

24-D25 D13@100 250 21以上 1000以上

28-D25 D13@100 250 21以上 1000以上

24-D25 D13@100 250 ※ 24以上 850以上

28-D25 D13@100 250 ※ 24以上 900以上

28-D29 D16@100 290 ※ 24以上 1000以上

32-D29 D16@100 290 ※ 24以上 1100以上

32-D32 D16@100 320 ※ 24以上 1250以上

20-D25 D13@100 250 ※ 24以上 950以上

28-D25 D13@100 250 ※ 24以上 1000以上

28-D29 D16@100 290 ※ 24以上 1000以上

32-D29 D16@100 290 ※ 24以上 1100以上

32-D32 D16@100 320 ※ 24以上 1250以上

28-D25 D13@100 250 ※ 24以上 900以上

32-D25 D13@100 250 ※ 24以上 950以上

32-D29 D16@100 290 ※ 24以上 1050以上

36-D29 D16@100 290 ※ 24以上 1200以上

36-D32 D16@100 320 ※ 24以上 1300以上

28-D25 D13@100 250 ※ 24以上 900以上

32-D25 D13@100 250 ※ 24以上 950以上

32-D29 D16@100 290 ※ 24以上 1050以上

36-D29 D16@100 290 ※ 24以上 1200以上

36-D32 D16@100 320 ※ 24以上 1300以上

28-D25 D16@100 250 ※ 24以上 1000以上

32-D25 D16@100 250 ※ 24以上 950以上

32-D29 D16@100 290 ※ 24以上 1050以上

36-D29 D16@100 290 ※ 24以上 1200以上

36-D32 D16@100 320 ※ 24以上 1300以上

24-D29 D16@100 290 ※ 24以上 1000以上

32-D29 D16@100 290 ※ 24以上 950以上

32-D29 D16@100 290 ※ 24以上 1050以上

36-D32 D16@100 320 ※ 24以上 1200以上

40-D32 D16@100 320 ※ 24以上 1300以上

32-D29 D16@100 320 ※ 24以上 950以上

36-D29 D16@100 290 ※ 24以上 1050以上

36-D32 D16@100 320 ※ 24以上 1200以上

40-D32 D16@100 320 ※ 24以上 1300以上
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580～750(700とする)

470～530

470～600

600～840

630～840

670～900

700～930

720～930

760～930

770～1100

780～1230

800～980

830～1120

820～1150

840～1120

850～1230

1000～1260

890～1230

950～1230

1110～1260

930～1230

970～1260

1040～1490

1100～1600

1200～1780

980～1120

1010～1260

1090～1490

1140～1600

1250～1780

1050～1260

1100～1260

1150～1600

1240～1690

1330～1880

1080～1260

1140～1260

1210～1600

1260～1690

1400～1880

1170～1330

1170～1420

1240～1600

1330～1690

1440～1880

1180～1380

1220～1600

1290～1600

1340～1880

1500～1980

1300～1600

1380～1690

1470～1880

1540～1980

bc（最小～最大）（mm）

500～650

管理建築士　一級建築士（大臣）第335100号　山本　裕一
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者
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術
者

担
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術
者
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術
者

(仮称 )上下水道庁舎建設工事

明石市都市局住宅･建築室営繕課

担

当

担
当
課
長

課

長

　特記事項 係

長

工事名称

図面名称 縮尺

製作年月日

上下水道庁舎

当初・変更・完成

図番
2025年 8月平

尾
出
口

一級建築士事務所 広島県知事登録 25(1)第3396号

構造設計一級建築士　建築士証交付番号第2929号一級建築士事務所　広島県知事登録第22(1)4375号　
長畑秀男建築構造事務所 一級建築士登録第196563号　長畑 秀男

ISベース柱脚工法設計・施工標準図(2)
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Ｈ・Ｂ・Ｍ工法　特記仕様書

３．試験杭

４．施工方法

５．掘削攪拌装置の形状及び寸法

　　掘削攪拌装置の例を下図に示す。

６．注入液の配合と管理

７．施工記録

８．安全・環境対策

１．一般事項

１）本工事に採用する工法は、｢Ｈ・Ｂ・Ｍ工法｣（認定番号：TACP-0440、TACP-0441）とする。

２）工事着手前に、工事概要、工程、使用する杭の明細、機械等を明記した施工計画書を作成し、監督員の承認を得る。

３）工事施工者及び管理者は、日本ヒューム株式会社とする。

２．使用杭

　１）杭の構造

　　　本工法に使用する基礎杭は、平成13年国土交通省告示第1113号第８第二号, 第三号, 第四号,第五号及び第六号の何れか

　　　に基づきコンクリートの許容応力度が規定された既製コンクリート杭とする。

　２）杭の構成

　　　基礎杭の先端部は先端開放拡径杭（ＨＢパイル）とする。基礎杭の一般部はストレート杭又は拡径杭（Ｅタイプぐい）と

　　　する。ここで、一般部とは先端部以外の部分を言う。

　３）杭径

　　　①先端部の径は以下のものとする。

　　　　　拡径部径　φ350～φ1400（呼び名　3035～120140）

　　　②一般部のストレート杭（拡頭杭を含む）の径は以下のものとする。

　　　　　杭径　φ300～φ1000

　４）杭形状

　　　使用する杭形状の例を示す。

５）最大施工深さ

　　　最大施工深さは、先端地盤が砂質地盤の場合は杭施工地盤面－70ｍ、礫質地盤の場合は杭施工地盤面－66ｍとする。

　１）試験杭の位置及び数量は、地盤調査、敷地状況、平面計画等を考慮し、設計者、監督員と協議して決定する。

　２）試験杭は、本工事に先立ち、設計・施工計画の妥当性を確認するために実施する。

　３）試験杭施工における主な調査項目は次のとおりとする。

　　　１．支持層の確認　　　　　　　　２．施工時間

　　　３．根固め液の比重確認　　　　　４．注入液の切り替え時間の測定

　　本工法の施工手順及び施工順序図を以下に示す。

１）杭心セット

　　杭心位置の精度を確保するために、杭心位置より逃げ心を直交２方向に打ち込み、掘削攪拌装置の位置を確認するため定

　　尺棒を用いてオーガビットの中心を杭心に合せる。

２）掘削作業

　　掘削攪拌装置の鉛直度を調整しながら、掘削液をオーガビットの先端から吐出して地盤の掘削抵抗を減少させるとともに

　　孔内を泥土化し、孔壁の崩壊を防止しつつ、地盤に応じた速度で掘削し掘削孔を築造する。

３）拡大掘削作業

　　掘削が所定掘削深度に達した後、オーガビットの拡大翼を開き所定範囲の拡大掘削を行う。

４）根固め液の注入

　　所定掘削深度まで拡大掘削した後、掘削液から根固め液に切替え、オーガビット先端より注入する。その後、数回の上下

　　反復を行う。拡大球根築造後に拡大翼を閉じる。

　１）材料

　　　セメントは、JIS R 5210に規定されるポルトランドセメント、又は高炉セメント、シリカセメントを用いるものとする。

　　　この他には品質がこれらと同等以上で所定強度が確認されたものを使用する。練り混ぜに使用する水は、上水道水もしく

　　　はセメントミルクの品質に悪影響を及ぼさない水を標準とする。

　２）杭周固定液（Ｗ／Ｃ＝60％）

　　　標準注入量は、掘削孔体積の20%とし、下表に1m当たりの標準配合を示す。 (注入量は普通ポルトランドセメントの比重で算出)

  ５）杭周固定液の注入

　　　根固め液の注入工程完了後、杭周固定液に切替えて注入し、充填区間を上下反復しながら掘削攪拌装置を引き上げ、掘削

　　　孔を築造する。

　６）杭の建込み

　　　杭頭部及び先端部に金具を溶接した杭を、鉛直性を保ちながら掘削孔の中心部に建て込み挿入する。

　７）杭の定着

　　　杭の建て込み完了後、回転キャップを杭頭部にセットして自沈または回転挿入しながら杭を定着させる。

　３）根固め液（Ｗ／Ｃ＝60％）

　　　杭径ごとの配合を下表に示す。 (注入量は普通ポルトランドセメントの比重で算出)

上記は標準配合を1.5倍した推奨値

  ４）強度の管理

　　　管理数値は、注入液について下表の通り行う。

20本毎又はその端数につき1回

30本毎又はその端数につき1回

1　本　毎

継手のある場合

継手のない場合

試　験　ぐ　い

試　験　回　数く　い

本
ぐ
い

  なお、１回の供試体の数は各３個とする。採取した試料は、｢(社)土木学会 コンクリート標準仕様書 規準編｣ のプレパ

ックドコンクリートの注入モルタルのブリージング率及び膨張率試験方法（ポリエチレン袋方法）によるポリエチレン袋、

又はこれと同等な袋を用い、直径50ｍｍ、高さ100ｍｍ程度の円柱形に仕上げる。

　圧縮強度試験は、JIS A 1108（コンクリートの圧縮強度試験方法）に準拠する。

　根固め液はミキサー排出口にて採取した供試体３個の平均値が、材齢28日で圧縮強度25N/mm2以上とする。

　杭周固定液の強度については、くい挿入時に掘削孔からオーバーフロー液を採取した供試体３個の平均値が、材齢28

日で圧縮強度１N/mm2以上とする。但し、ヤットコ長が長い場合等でオーバーフロー液が採取困難な場合はミキサー排

出口からの原液管理とし、その圧縮強度は根固め液と同一とする。

　　施工記録として以下の項目を記載する。

　　１．工事件名　　　　　　　２．杭番号　　　　　　　　３．施工月日　　　　　　　４．杭の仕様（杭径、杭長）

　　５．施工時間　　　　　　　６．最終掘削深度　　　　　７．設計掘削深度　　　　　８．実測杭頭深度

　　９．根固め液の使用量　　　１０．杭周固定液の使用量　１１．その他必要事項

　１）安全対策

　１．工事を安全かつ円滑に行うために管理体制を定め、施工現場の状況や地盤条件などを配慮し、安全作業への環境整備を

　　　行う。特に施工地盤面については地盤の不陸や施工機械の接地圧を確認し、その確保を講じる。

　２．作業員には、労働安全衛生法関連の諸法規を周知し、遵守させる。

　３．隣接する建造物、電力線、通信線、地下埋設物等に損傷を及ぼしたり、居住者、通行人等に危害を及ぼしたりすること

　　　のないように事前に協議し、その対策を講じる。

　４．杭打機やクレーン運転、玉掛け作業、溶接、ガス切断等の有資格者による作業は、有資格者が行う。

　５．杭打工事に先立ち、使用機械、動力設備、付属設備、治工具、ワイヤロープ等を点検整備するとともに、安全装置が正

　　　常に作動することを確認する。

　６．杭打ち機本体、クレーンの移動及び施工作業時は、吊り荷重を確認し転倒の防止対策を講じる。地盤が軟弱な場合には、

　　　敷鉄板等の敷設や地盤改良等の処置を行う。

　７．杭の吊り込み時には、吊り荷の下に立ち入らない。

　８．杭の取り扱いは玉掛け位置や状態を確認し、杭に衝撃による損傷を与えないように行う。また、杭の仮置きは、歯止め

　　　による転がり止めをする。

　９．施工後の杭及び掘削孔には、転落等の防止処置を行う。

　２）環境対策

　　　　施工管理者は、作業中の騒音、振動、粉塵等が近隣住民の居住や生活に支障を及ぼす恐れがある場合、あるいは工事に

　　　より隣接する施設や構造物等に危害、損傷を及ぼす恐れがある場合には、事前に工事関係者と協議し、その対策を講じる

　　　必要がある。

　　　　杭打工事に伴う車輌の出入りには、近隣の道路条件等の事前調査を行い、住民の生活環境に支障を及ぼさないよう関係

　　　者と協議をする。
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l

500 550 600 700 800

550 600 650 750 900

750 800 850 1000 1150

1500 1650 1800 2100 2400

1005 1245 1510 2415 3685

603 747 906 1449 2211

922 1142 1385 2216 3381 5340

3492

5820

2850

1350

1000

950

8095 90110 100120

1100 1200

1150 1250

1600 1700

3300 3600

9370 11460

5622 6876

8597 10514

6075

750

800

1100

2250

3075

1845

2821l

根固め液（W/C=60%） 杭周固定液（W/C=60%）

拡大掘削径

掘削液（一般に水）

オ
ー
ガ
ビ
ッ
ト
拡
大
翼
位
置

▼　杭先端位置

▼　拡大掘削上端

▼　拡大掘削下端

①　杭心セット
②　掘削作業

　　掘　削 所定深度到達

③　拡大掘削

　所定区間の掘削（上下反復）

④　根固め液注入

　所定区間の注入（上下反復）

⑤　くい周固定液注入

　掘削撹拌装置の引き上げ及び固定液注入（上下反復）

⑥　くいの

　建込み・挿入
⑦くいの定着

正転 正転 正転 逆転 逆転 逆転 逆転 正転 正転 正転

HBパイル

8095

1000

135011501000850800750

900750650600550

拡径時外径(㎜)

掘削時外径(㎜)

70806070506045554050くい呼び名 90110 100120

1150 1250

1600 1700

機械式 油圧式

先端ビット形状図ロッド形状図

3D

2
D

DD2

2
2

2

回転又は自沈

ストレートぐい

継手部

ストレートぐい（上ぐい）

DD
u

T
1

T
1

1

継手部 軸部拡径部

3
3

T
T

DD
u

T
1

T
1

1

D uD 3

E タイプぐい（中ぐい

Eタイプぐい

（上ぐいに使用する場合）

ストレートぐい（上ぐい）

または、下ぐい）

ストレートぐい（中ぐい

　　　または、下ぐい）

掘
削

撹
拌

装
置

ス
パ
イ

ラ
ル

オ
ー

ガ

撹
拌

ロ
ッ
ド

撹
拌

ロ
ッ

ド
撹
拌

ロ
ッ

ド

ス
パ
イ

ラ
ル

オ
ー

ガ
ス

パ
イ
ラ

ル
オ

ー
ガ

先
端
ビ

ッ
ト

撹
拌

ロ
ッ

ド
撹
拌

ロ
ッ

ド

先
端

ビ
ッ
ト

オーガ駆動装置 オーガ駆動装置

掘
削
撹

拌
装

置

管理建築士　一級建築士（大臣）第335100号　山本　裕一

担
当技

術
者

技
術
者

担
当

主
任技

術
者

管
理技

術
者

(仮称 )上下水道庁舎建設工事

明石市都市局住宅･建築室営繕課

担

当

担
当
課
長

課

長

　特記事項 係

長

工事名称

図面名称 縮尺

製作年月日

上下水道庁舎
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図番
2025年 8月平

尾
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口

一級建築士事務所 広島県知事登録 25(1)第3396号
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※注3 上図フック付き投影定着長さはWSD390ではFc21、WSD490ではFC24を用いてRC規準17条定着

※注1 NewJ-BARの折り曲げ加工は原則としてNewJ-BAR溶接前に工場加工とする。

※注2 必要定着長さ及び標準フック仕様はRC規準またはJASS5鉄筋コンクリート工事等を参照。

（17.2）式から計算した限界値であり、柱と基礎梁との接合部形成のため余裕度の設定は設計者判断で行う。

42.5±2.5°

42.5±2.5°

42.5±2.5°

※MSRB-0129、MSRB-0119の場合

上記2認定番号を併記願います。

WSD390（SD390相当）、WSD490（SD490相当）

WSD490（SD490相当）

WSD390（SD390相当）、WSD490（SD490相当）

開先付き異形棒鋼 NewJ-BAR  大臣認定品 WSD390 WD32J、WD35J、WD38J      MSRB-0118：節側に   2個マークあり

大臣認定品 WSD490 WD32J、WD35J、WD38J      MSRB-0120：節側に   3個マークあり

大臣認定品 WSD490 WD41J       ※MSRB-0129、MSRB-0119：節側に   3個マークあり

大臣認定品 WSD490 WD41J         MSRB-0108           ：節側に   3個マークあり

呼び名 種類の記号 Ｊ開先角度 Ｊ開先ル－ト半径 Ｊ開先   部高さ（h2）

0.7±0.2

0.9±0.2

0.8±0.2

9.0±2.0

9.0±2.0

9.0±2.0

中詰めコンクリート　フ－チングコンクリ－トと同じ基準強度

大臣認定の適用範囲：SC杭、鋼管杭および外殻鋼管場所打ちコンクリート杭の杭頭鋼管

２．杭頭部の標準納まり

３．溶接方法、溶接材料及び溶接技能者

４．溶接施工

5．検査

7．NewJ-BARの定着形式

6．NewJ-

BARの配列

１．使用材料

h2

ル－ト半径

Ｊ開先角度

開先側

節側

：最小埋込み深さ

：施工誤差吸収用空き10mm以下

：実際に施工された溶接長（≧Ｌ）

：必要溶接長さ

Ｌ3

Ｌ0
※Ｌ2

Ｌ

中詰めコンクリート深さは設計者により決められる、図は参考例である。

中詰め部に補強筋を入れる場合はその定着長により決める。

製品長＝定着長+L+20mm

Ｄ Ｄ

L

中詰め

コンクリ－ト

ずれ止め

2
3 L
 
≧

L
L

6
0
以

上

Ｌ
０

鋼管杭

2 杭上端

コンクリ－ト

中詰め

端板

※
以

上

6
0
以

上 ０
Ｌ

杭上端

NewJ-BAR NewJ-BAR

L
L

2
3 L
 
≧

L
2

Ｌ
０

Ｄ

L
 
≧

L
L

3
2

L
2

NewJ-BAR

０

6
0
以

上

Ｌ

杭上端

杭主筋

両面Ｊ形溶接 両面Ｊ形溶接 両面Ｊ形溶接

外殻鋼管場所打ちコンクリート杭

▽ﾌｰﾁﾝｸﾞ下端 ▽ﾌｰﾁﾝｸﾞ下端 ▽ﾌｰﾁﾝｸﾞ下端

ﾌｰﾁﾝｸﾞ上端 ﾌｰﾁﾝｸﾞ上端 ﾌｰﾁﾝｸﾞ上端

SC杭

※
Ｄ

以
上

鋼材材質に応じた杭鋼管

等の適用板厚

形式：部分溶込み溶接         開先形状：J形開先溶接継目

杭頭の最小埋込み深さ

（mm）L0

NewJ-BAR

NewJ-BARの製品長

（mm）

杭の鋼材材質

基礎コンクリート強度

Fcに対するNewJ-BARの

直線定着

標準定着長はWSD390ではFc21、WSD490ではFc24を用いてRC規準17条定着（17.2）式から計算した長さであるが、

基礎コンクリート強度Fcがこれより大きい場合は下記表の数値を限界値として定着長を標準定着長より短くすることができる。

但し余裕度の設定は設計者判断で行う。
下記表以外のFcに対しても同様に行うことができる。

400N／mm2級 490N／mm2級以上

WSD390：35d以上

WSD490：42d以上

（）内数値とすることができる。

杭もこれに準ずる。

できる、但し付着部は下記とする。

応じた長さの調整ができる。

溶接下端にエンドタブを付ける場合は

なお、外殻鋼管場所打ちコンクリ－ト

本表に示す製品長は定着長が標準の場合を

示し、基礎コンクリートの設計基準強度に

( )内は付着部を示す、長さは自在に設定

備考

JIS Z 3313 軟鋼、高張力鋼及び低温用

ア-ク溶接フラックス入りワイヤ
溶接技能者

・JIS Z 3841に合格した有資格

者とする。資格は、立向姿勢

SA（SN）-2V（2P）

SA（SN）-3V（3P）以上と

JIS Z 3211

A（N）-2V（2P）

者とする。資格は、立向姿勢

・JIS Z 3801に合格した有資格

溶接技能者

A（N）-3V（3P）以上とする。

上とする。

上とする。

（注1）JIS Z 3313：2009の規格について、Ｘは衝撃試験温度の記号、XXXは溶着金属の化学成分の記号であり、ここではいずれも

または

または

する。

注  記

鋼管または

鉄骨等のF値
軟鋼、高張力鋼及び低温用鋼用

被覆ア-ク溶接棒

鋼管または

鉄骨等のF値鉄骨等の材質

鋼管または

溶接材料は原則的に以下の表に示された規格以上のものの内、全姿勢の溶接に適する溶接材料を使用するこことし、適正な保管場所に吸湿しないように保管する。

（注2）WSD490にフラックス入りワイヤを使用する場合、拡散性水素量の規定値が5ml／100g以下のものを使用することが望ましい。

（注3）WSD490に被覆アーク溶接棒を使用する場合、拡散性水素量の規定値が5ml／100g以下のものを使用することが

指定はない。 望ましい。

その内容よりも性能が上回る事項の場合は、設計者判断にて採用可能とします。

施工に関しては、指定評価機関に確認された施工要領書の抜粋であり、準拠願います。

CO2半自動溶接

鉄骨等の材質

鋼管または

被覆ア-ク溶接

JIS Z 3312 軟鋼及び高張力

鋼用マグ溶接ソリッドワイヤ

・AW検定　現場溶接資格Ⅲ類以

注1

・AW検定　現場溶接資格Ⅲ類以

本溶接

鋼管

溶接要領図

のど厚

溶接外端位置

（NewJ-BARのリブ外端）

θ

（Ｇ≦3mm）

余盛の許容範囲(ｈ)

（０～６ｍｍ）

溶接外端の標準位置

0～
2m
m

NewJ-BARリブ

（α）

Ｊ形溶接部(両面)

ルート間隔(Ｇ)

有効のど厚（α）

必要溶接長さ（L）

有効溶接長+有効のど厚×2

余盛（h）

（余盛位置マークまで溶接）

NewJ-BARのリブ表面からの許容範囲（h）

0mm≦h≦6mm

NewJ-BAR 400N／mm2級 490N／mm2級以上
杭の鋼材材質

杭

補強フープ ≧
6

1

d:呼び名の数値

※
注
3

≧
2
0
d

d

※
注
3

≧
2
3
d

d

4
d
以
上

8d以上

杭頭補強に関する特記 最終修正2024年1月14日

WD35J 、WD38J

WD41J

WD32J

WD35J α=10.5mm

WD38J α=12.5mm

WD32J α=10mm

WD41J α=13.0mm

D≧α

WSD490

WSD390

WD35J

WD32J

WD38J

WD38J

WD35J

WD32J

WD41J

160mm以上

200mm以上

180mm以上

140mm以上

220mm以上

160mm以上

180mm以上

150mm以上

140mm以上

190mm以上

開先深さ（D）

2)強風：被服アーク溶接では風速１０m／ｓ以上のとき、ＣＯ２半自動溶接では風速２m／ｓ以上のときは、原則として溶接を行はない。

作業所にて、鋼管の溶接面をグラインダー等で清掃する。

2層以上盛ることを原則とする。

初層3.2Φ、上層4Φで使い分けて、3～4層以上盛る。

配筋用参考値   WD32J：120mm以上、WD35J :125mm以上、WD38J：130mm以上、WD41J:135mm以上

溶接作業用最小値   WD32J：100mm、WD35J :105mm、WD38J：110mm、WD41J:120mm

び柱主筋等と干渉しないためには十分な間隔の検討が必要となる。

を考慮することによりそれ相応の間隔を確保する必要がある。一般的な溶接作業の施工性を考慮した最小芯々距離を例として示す。なお基礎梁主筋

鉄筋の最小間隔は｢鉄筋コンクリート造配筋指針・同解説（社）日本建築学会｣等の規定（2.7d以上）とするが、溶接作業の施工性、基礎配筋など

3)低気温：気温が-5℃以下のときは原則として溶接を行わない。ただし、溶接部より100mmの範囲の母材部分を、40℃以上、かつ結露が十分防止

（｢鉄骨工事技術指針・工場現場施工編｣一般社団法人日本建築学会　推奨値）

溶接周辺部が次のいずれかの場合は、溶接を行わない、また作業空間は、足場が堅固で十分な広さがあり、かつ溶接作業に支障をきたす鉄筋等がない

状態とする。ただし、適切な防護措置（雨風対策、予熱など）を施し、監督者の了解を得た場合はこの限りではない。

溶接施工管理者は、溶接に関する十分な知識と経験を有し、本工事施工要領書および関連書類の内容を十分理解しているものとする。この溶接施工

管理者は、本工事の溶接作業責任者とする。

1）ＣＯ２半自動溶接では、電源部分のほかワイヤ送給装置、溶接ヘッドまたは溶接トーチ、シールドガス用の圧力調整器、制御装置などは、実際の

作業に適した性能を有するものとする。

2）アーク溶接では、使用される溶接材料に対して十分な電気容量を持ち、適正な電流を供給できるものとする。

組立溶接に際してNewJ-BARを左右の倒れに注意して鋼管にルート間隔G≦3mmになるように固定する。

組立溶接に先立ち、位置決めを目的としてスポット溶接を行うことがある。スポット溶接を実施する場合には、スポット溶接後長時間放置しないで

その上に組立溶接を重ねる。

組立溶接はショートビードにならないように溶接長が40mm以上になるように溶接する。組立溶接は、左右のねじれが無く鋼管に隙間無く固定させ

るため、杭に向かって左上、右下、左下、右上の順にたすき掛けで溶接する。

溶接の検査は、原則として外観目視検査とするが、特に監理者の指示のある場合は、その指示に従うこととする。検査で以下の点を確認し、不具合が

ある場合は補修を行う。検査の結果は施工要領書の｢杭頭補強筋溶接施工検査チェックシート｣に記録する。

1）のど厚寸法（h）：NewJ-BARリブ表面から0.0mm≦h≦6.0mm  直角スケール等を「溶接要領図」に示すNewJ-BARリブ表面に直角

にあて、溶接部外端が内側になる場合は、のど厚不足であるため、スラグを取り除き溶着金属を補充する。

2）余盛寸法の誤差（h）：NewJ-BARリブ表面から0.0mm≦h≦6.0mm  余盛が過大である場合には、該当箇所をグラインダー等で削り、

補修する。

3）溶接部およびその周辺のアンダーカット（e）：e≦0.5mm  規定値0.5mmを超えるアンダーカットは該当箇所をグラインダー等で削り、溶

着金属を補修する。

4）ビードの不整、ピットおよびオーバーラップ  断面欠損を伴わない著しい不良（ビートの不整、ピット及びオーバーラップ）は、該当箇所をグラ

インダー等で削り、補修する。

ビードの不整の基準値：凸凹は溶接長またはビード幅25mmの範囲で4mm以下、ビード幅の不整は溶接長150mmの範囲で7mm以下

ピットの基準値：溶接長300mm当たり2箇所以下、ただしピットの大きさが1mm以下のものは、3個を1個として計算する。

オーバーラップの基準値：著しいものがあってはならない。

5）割れ：割れが発生している場合には、溶接部分を完全に削り取り、再溶接する。

CO2半自動溶接

被覆ア-ク溶接

（※注記：上記は配筋施工を保証した数値ではありません、事前に他の鉄筋等と干渉しないことを確認することが前提です。）

気象条件等

取付け位置の

溶接施工管理者

NewJ-BARの

スポット溶接

マ－キング

セッティング

鋼管表面及び開先

内の清掃

本溶接の層数など

しうる温度まで加熱して溶接する場合はこの限りではない。加熱方法及び鋼種、板厚に対する標準予熱温度に関しては、「鉄骨工事技術

指針・工事現場施工編｣一般社団法人日本建築学会に準ずる。

1） 雨天：小雨以上のとき、（降雪時を含む）は原則として溶接は行わない。また降雨・降雪後で溶接部の材片間に水分が残っている場合及び鋼板に

結露が生ずる場合には、これらをガス炎などで除去し母材表面に水分が残っていないことを確認してから溶接を行う。

2）杭１本当たりの取付本数の確認

1）NewJ-BARの配列設計または均等配置等の取り付け個所の確認

1）溶接に悪影響を及ぼす、水分、スラグ、ごみ、さび、油、塗料、はがれやすいミルスケール、およびその他溶接に支障となるものを除去する。

ただし、ワイヤブラシがけでも取れないミルスケールなどの薄層は、溶接に支障のないかぎりは除去しなくてもよい。

2）鋼管ソイルセメント杭に杭頭溶接補強筋を溶接する場合は、溶接部の鋼管外面の突起（鋼管成形溶接の余盛等）を溶接作業に支障ない程度

（NewJ-BAR溶接部のルート間隔が3mm未満となるよう）に、あらかじめ削除する。

組立溶接

溶接機器

ｃ）WSD390頭部フックａ）直線定着 ｂ）杭頭折り曲げ ｄ）WSD490頭部90°フック

NewJ-BAR(大臣認定品)

Ｄ

WSD390

WSD490

WSD490

WSD390

WSD490

WSD390

WD38J

WD35J

WD38J

WD35J

WD32J

WD32J

WD38J

WD35J

WD38J

WD32J

WD35J

WD32J

WD32J

WD35J

WD38J

WD38J

WD32J

WD35J

WD41J

WD41J
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(杭リスト)

P1

P2

P1A

杭 符 号 杭径

5060

500

杭仕様

上杭

下杭

SC(490)105 t14

HB105 B

5060

500 上杭

下杭

SC(490)105 t14

上杭

下杭

600

6070

HB105 C

HB A

SC(490)105 t12

※．杭施工偏心の実測値を監督職員に報告し、補強の有無、内容を確認する事。

※．試験杭の位置は監督職員と協議して最終決定とする。

※杭工法：H.B.M工法(TACP-0441)

杭長 杭全長 杭本数

19本2,000KN/本

長期杭耐力

5.0m

12.0m

2,000KN/本

5.0m

12.0m

5.0m

12.0m

17本

4本

2,700KN/本

17.0m

17.0m

17.0m

継手仕様

4949-Ⅱ

4949-Ⅱ

4040-Ⅰ

※継手はトリプルプレートジョイント(FD0183-08)とする

※．杭施工後、施工誤差を考慮し再計算し速やかに建築主事へ報告すること。
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ISベース CP261
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（註記）

１．通芯＝柱芯 とする ６．スラブ符号　 は主筋方向を示す３．基礎小梁については耐圧版が取合う基礎小梁のみ記入

２．特記以外は基礎梁天端は 1FL-300 とする

基礎梁符号(   )内は1FLからの下がりを示す

４．フーチング下端は 1FL-3,500 とする
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５．基礎梁の平面的な寄りは(S-20図)参照のこと
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FS1 FS1
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７．建物内は 設計GL② まで埋戻すこと
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（註記）

１．通芯＝柱芯 とする

２．特記以外は基礎梁天端は 1FL-300 とする

基礎梁符号(   )内は1FLからの下がりを示す

６．スラブ符号　 は主筋方向を示す

７．　は水平スリットを示す,   は垂直スリットを示す 

３．基礎梁の平面的な寄りは(S-20図)参照のこと

５．　　　部のスラブ天端は FL-115 とする

４．特記以外のスラブのCON天は FL-15(セルフレベリング+仕上げ) とする

８．特記以外の壁は W15 とする
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１．基礎梁天端は 特記以外は1FL-300 とする

3F,RFの梁天端は 特記以外はFL±0 とする

２．2Fの梁天端は 特記以外はFL-15 とする

３．　　　　は増打を示す
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0
0
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大梁リスト　　1/30
［註記］・巾止筋・受筋はD10@1000内外とする

・かぶりは 40 とする
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鉄筋のみ込み
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4
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Ｙ方向梁主筋 Ｘ方向梁主筋
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柱

La=20dかつ0.75D以上

D

同面側

B(梁巾)

柱主筋径分だけかぶり厚を増かす

※．柱・梁が同面の場合は上図による
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梁天端増コン要領図　　1/30 ※．増コン厚100未満は補強筋無しとする

(LU=1700) (LU=1700)

※．L はカットオフ筋長さを示す

LU

・断面欄中(LU)の数値は上端筋のカットオフ長さを示す(特記以外は S-04図 による)

・両端のカットオフ長さが重なる場合は通し配筋とする
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伏図・軸組図（水平スリット）

4-D19

［註記］・巾止筋・受筋はD10@1000内外とする

・かぶりは 40 とする

断面

全断面断面名

符号

上端筋

下端筋

スターラップ

腹筋

B1

4

2-D10

4-D19

4-D19

 -D10@200

2-D10

端部 中央

 -D10@200

4-D19

4-D19

4-D19

8-D19

4 4

1,7,9端部

4-D19

4-D19

2,6,8端部

2-D10

 -D10@200

中央

4 4 4

4-D19

4-D19

2,6,8端部

2-D10

 -D10@200

中央

4-D19

4-D19

4 4 4

4

350

4 4

350

4
4 4

350

4 4 4

350

4

60
0

60
0

60
0

60
0

小梁リスト　　1/30

B3 B4

3,5,7端部

B2

6-D19 6-D19

8-D19

2 2

8-D19

6-D19

2

44

D10D13@200 D10D13@200

D10@200 D10@200
S1

S2

D10@200

D10@200

D10@200

D10@200

D13@200

D13@200

D13@200

D13@200

D13@200

D10@200

FS1

位
置

符　号 厚　さ 主筋 配力筋 備　考

下

上

下

上

下

上

下

上

下

上

下

上

下

上

下

上

下

上

断　面

符　号

縦　筋

横　筋

縦開口

横

斜め
補強筋

幅止筋

CS1

CS2

S3

180

180

150

200

180

300

D16@150

D10@150

D13@200D13@200

D10@200 D10@200

D10D13@200 D10D13@200

D10@200 D10@200

D10@200(千鳥)

D10@200(千鳥)

2-D13

2-D13

2-D13

D10@1000

2-D16

D13@200(ダブル)

D10@1000

D13@200(ダブル)

W 15 W 20 20KW

150 200 200

D13@200(ダブル)

D10@200(ダブル)

2-D13

2-D13
2-D16

端部補強筋

D13@200

D13@200
300FCS1

床リスト 壁 リ ス ト ［註記］鉄筋の継手は全て重ね継手とする

全断面

4

2-D10

4-D19

4-D19
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1,7,9端部

4-D19

4-D19

2,6,8端部
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4 4 4

4-D19

4-D19

2,6,8端部

2-D10

 -D10@200

中央

4-D19

4-D19

4 4 4

3,5,7端部

6-D19 6-D19

8-D19 8-D19

6-D19

44

B5 B6 B7

全断面

2-D10

 -D10@200

CB1

4-D16

7
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2
2

2

2-D16

2-D10

CG1

6-D25

4-D25

4-D25

4-D25
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4

4

4

4

8
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500

2

元端部 先端部
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0
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0
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0

4

350

4 4

350

4 4 4

350

4
2 2 2

梁リスト
※．使用鋼材は、特記以外は SS400 とする
※．スプライスプレートの材質は母材と同じとする

※．ボルトは全て F8T とする

大梁継手リスト

J2 J3

数量（枚） 厚さ（mm） 幅（mm） 長さ（mm）

フランジ

ウェブ

数量（枚） 厚さ（mm） 幅（mm） 長さ（mm）

フランジ

ウェブ

数量（枚） 厚さ（mm） 幅（mm） 長さ（mm）

フランジ

ウェブ

数量（枚） 厚さ（mm） 幅（mm） 長さ（mm）

フランジ

ウェブ

ボルト ボルト ボルト ボルト

2

4

2

9

9

6

16-M16

6-M16

60

150

200 170

290

290 2

62

24-M16

8-M16

125

170 290

41012 2

2 6

16
16-M16

4-M16

100

140 170

290

1/20

【b200】H-200×100×5.5×8 (SS400)【g250・cg250】H-250×125×6×9(SN400B)

1040 40

40 40
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06
0

6
0

4
0
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1
7
0

2
5
0

40 40

40 601060 40

290

9
0
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4
0

1040 40
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0

6
0
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4
0

1
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4040 40

10 6060
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1
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0

1
50 12
5

1
25

40 60 40

10 6060

40 60 40

410

7
5

290

4040 40

106060

40

1
005610
0

J 1
【g300・cg300】H-300×150×6.5×9(SN400B)

【b300】H-300×150×6.5×9(SS400)

※．大梁継手は保有耐力接合とする
※．スプライスプレートの使用鋼材はSS400とする

H-300×150×6.5×9(SN400B)

継手符号 符号

J1

主材 継手

g300

符号 主材 GPL形状ﾀｲﾌﾟ

J2 b250 H-250×125×6×9 GPL-9 HTB 3-M20g250

H-300×150×6.5×9(SN400B) J1cg300

H-250×125×6×9(SN400B) J2cg250

H-250×125×6×9(SN400B)

(ピン接合部 GPL-9, HTB 3-M20)(3行1列)

継手リスト J1b300 H-300×150×6.5×9 GPL-9 HTB 3-M20

b200 H-200×100×5.5×8

母屋 C-100×50×20×2.3@600(SSC400) 中ボルト 2-M12GPL-4.5

屋根ブレース 1-M12(JIS規格品) GPL-6 HTB 1-M16

GPL-9 HTB 2-M20

継手リスト J3

(3行1列)

(3行1列)

(2行1列)

A

A

A

【GPL形状】
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4
0

6
0

4
0

4060 40

4
0

6
0

4
0

4060

【タイプB】【タイプA】

列

行GPLと同板厚

2-D13

梁

B

D10@400

壁

2025
0程

度
25
0程

度

【 構 造 ス リ ッ ト 】

耐震スリット

耐震スリット

2-D13

壁

25

250程度 250程度

D10@400

柱

（垂直スリット）

【 KW20・ W20の 壁 端 部 】

L1

閉鎖型

200

2-D16

同径・同ピッチ
その箇所の配筋と

【 開 口 補 強 筋 】

横筋

開口

斜め筋

縦筋

L2

L2

L2

L2

伏図・軸組図

耐火認定を受けた既製品とする

耐火認定を受けた既製品とする

D22@150

D16@150
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1

1
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スタイロフォームt=25 シール詰

部は縁切(階段配筋を定着させないこととする)

縁切りとする

K
W
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C
B1

C
S
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C
S2

S2

S2

CG1

KW20

■屋内階段配筋図 ■屋外階段配筋図
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KW20 CB1
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KW20
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■太陽光パネル基礎配筋図

■EVフック部補強要領図

■室外機基礎配筋図

■パラペット配筋図

■ハト小屋配筋図
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※．梁貫通孔筋(   )内はスリーブ径の高さの中心を示す

管理建築士　一級建築士（大臣）第335100号　山本　裕一
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　特記事項 係
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図面名称 縮尺
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